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今月のみどころ　
特集　幸せのバランス
自分らしくとは？　大津の男女共同参画の目的は？
分かりやすく男女共同参画をご紹介します　

アメリカ　ホームステイプログラム参加募集
ホームステイの魅力を昨年の参加者に聞きました　

大津つつじ祭
2年ぶりにつつじ祭が開催されます
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見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ

▼
72
号
も
発
行
し
た
ん
だ

な
ぁ
と
い
う
の
が
今
の
感

想
で
す
。
そ
の
中
で
出

会
っ
た
人
は
一
人
残
ら
ず

覚
え
て
い
ま
す
。
中
に
は

恥
ず
か
し
く
て
、
話
し
か

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
も
あ
り
ま
す
が
、
い
つ

も
、
ず
っ
と
感
謝
し
て
い

ま
す
▼
で
も
一
番
感
謝
し

て
い
る
の
は
家
族
で
し
た
。

こ
の
６
年
間
、
愛
想
を
尽

か
さ
ず
に
見
守
っ
て
く
れ

て
「
有あ

り
難が

と

う
」
で
す
▼

私
が
担
当
す
る
広
報
お
お

づ
は
こ
れ
で
最
後
。
６
年

間
の
編
集
生
活
に
ピ
リ
オ

ド
を
打
ち
ま
す
▼
担
当
し

て
知
っ
た
、
花
の
香
り
や

鳥
の
さ
え
ず
り
、
風
の
心

地
よ
さ
、
月
の
温
か
さ
―
。

花
鳥
風
月
の
全
て
と
、
多

く
の
人
と
の
出
会
い
に
感

謝
で
す
▼
「
さ
よ
な
ら
だ

け
が
人
生
だ
」
と
は
言
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
広

報
お
お
づ
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
て
、
筆
を
置
き
ま

す
。
本
当
に
有あ

り
難が

と

う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
辻
口
浩
二
）



美咲野小　校章決定！

Monthly Pickup Topics

スポーツの森大津　ジョギン
グフェスティバルの1コマで
す。4月から新しい年度が始
まります。家庭でも職場でも、
新しいスタート「リスタート」
が始まります。素晴らしいリ
スタートになるといいですね。

3 特集　幸せのバランス
１４ アメリカホームステイプログラム　参加者募集
１６ 大津町地域通貨「水水」の交付が始まります
１７ 輝く人権　おしゃべりカフェ
１８ すこやか通信　慢性腎臓病を予防しましょう
１９ 環境プレス　太陽光発電システムに補助　狂犬病予防集合注射

２０ まちの話題
全国で活躍する大津のスポーツ／自衛隊入隊者合同激励会

２１ まちづくり交流センターと歴史文化伝承館がオープン

２２

インフォメーション
のりあいタクシーがさらに使いやすく／大津町非常勤職員募集／空
港ライナー　本年度も運行します／大津まちおこし大学運営委員を
募集します／からいもオーナー募集／障害のある人もない人も共に
生きる熊本づくり条例／高額医療費の支払いが外来診療でも限度額
までになります／後期高齢者医療の平成 24･25 年度の保険料率が
決定しました／後期高齢者医療の人間ドックの補助が始まります

２６

くらしの伝言板
住民税の申告はお済みですか／土地・家屋の評価額を確認できます
／健康福祉課　健康推進係が移転します／子宮頸がん予防・ヒブ・
小児用肺炎球菌ワクチン接種補助／経済センサス―活動調査のお礼
／町営住宅（補充）入居者募集／在宅で重度（または中度以上）の
障害がある人は手当を支給します／第 12回スペシャル駅伝大会／
働く人の技能を証明します／こいのぼりは電線に触れないように／
自衛官募集

２８ フォルツァ !! ロアッソ熊本／道の駅大津／岩戸の里／安全安心おおづまち

２９ 愛のこんだて／あつまれ！大津っ子
3０ 出生／おくやみ／休日当番医・薬局／今月の相談／カレンダー／人口

3１ 大津つつじ祭

今 月 の 表 紙
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　平成25年４月に開校する美咲野小学校の校章が決まりました。
　応募総数160点の中から厳選し決定したこの校章は、町花の「つ
つじ」と「輝く輪」を基調に、絆をつくり、夢へ美しく咲き誇る美咲野
小学校が象徴的に表現されています。
　デザイン制作者の工

く
藤
どう
和
かず
久
ひさ
さん（青森県弘前市）は「緑は大地と青

葉、ピンクは花、黄は光とみのりで豊かな自然に恵まれた大津町を
温かく、明るく、優しくイメージしました。美しく、安定感があり、
シンプルで、親しみやすく、多くの人々に長く愛される校章になれ
ば」との思いで作成されました。
　いよいよ開校まであと１年です。町教育委員会では、地域に愛さ
れる小学校になるよう、最終整備を進めていきます。

男性も女性もその人らしく生きていくことができる社会のことを男女共同参画社会といいます。
世界的な不況や防災、少子高齢化などの課題が多い現代社会には、女性の力が求められています。
一方、男性は家事や育児に積極的に参加することが求められています。「イクメン」という言葉
を聞いたことがある人も少なくないでしょう。
「男女共同参画」という言葉は奥が深いです。出産や授乳以外に男性と女性の違いはほとんどあ
りません。しかし、個人的な思い込みや価値観によって性差の捉え方が大きく変わります。それ
が男女共同参画社会の実現に向けた障壁となっています。男女共同参画社会とは、捉え方によっ
てはお互いに負担を強いられるイメージがあるかもしれませんが、そうではなくお互いの役割を
バランス良く取ることで、幸せのみちを進むことができるのです。今回は、男性と女性の関わり
を知ることで、大津の未来を考えてみます。

幸せの
バランス

特集
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昔
か
ら
の
慣
習

　「
男
子
厨ち
ゅ
う
ぼ
う房

に
入
ら
ず
」。
昔
か

ら
日
本
の
社
会
で
は
、
家
事
は
女

性
が
す
る
も
の
と
い
わ
れ
、
男
性

は
経
済
的
に
、
女
性
は
家
事
な
ど

の
生
活
的
な
こ
と
で
、
お
互
い
が

家
庭
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
性
別
で
お
互
い
の
役
割
を
分
担

す
る
こ
と
は
、
戦
後
か
ら
高
度
経

済
成
長
期
ま
で
日
本
が
成
長
し
て

い
く
に
当
た
っ
て
、
効
率
的
な
選

択
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
個
人
の
思
い
や
個
性
、

能
力
な
ど
は
生
か
さ
れ
る
こ
と
な

く
、「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」

と
い
う
理
由
だ
け
で
役
割
が
決
め

ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

男
女
共
同
参
画
と
は
　

　
平
成
11
年
に
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

法
の
中
で
「
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
二
十
一
世
紀
の
我わ

が
国

社
会
を
決
定
す
る
最
重
要
課
題
」

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
当
の

男
女
共
同
参
画
社
会
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
「
男

女
が
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重

し
つ
つ
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

社
会
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
身
近
な
話
で
は
▼
家

庭　
家
族
み
ん
な
で
家
事
や
子
育

て
、
介
護
な
ど
を
協
力
し
合
い
、

明
る
く
て
楽
し
い
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
。
▼
職
場　
男
性
も

女
性
も
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
可

能
な
職
場
環
境
が
あ
り
、
一
人
一

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
を
す
る
こ

と
に
な
る
。
▼
学
校　
お
互
い
の

人
格
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
、
就
職
や
進
学
で
も
男

女
の
区
別
無
く
、
意
思
を
尊
重
しデータからみる大津の男女共同参画

た
進
路
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

▼
地
域　
地
域
で
の
活
動
や
役
員

な
ど
も
男
性
と
女
性
ど
ち
ら
も
主

体
的
に
関
わ
り
、
み
ん
な
で
良
い

地
域
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

心
の
豊
か
さ
を
　

　
現
在
は
、
物
の
豊
か
さ
よ
り
も

心
の
豊
か
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
る

世
の
中
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
合
う
男
女

共
同
参
画
の
社
会
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
世
の
中
の

流
れ
で
は
、
必
然
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
性
別
は
、
自
分
で
選
ぶ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　「
私
が
、
私
で
い
ら
れ
る
よ
う

に
―
」。
そ
の
思
い
を
か
な
え
る

た
め
に
男
女
共
同
参
画
社
会
は
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

男
女
共
同
参
画
と
い
う
考
え
方

なんとなく分かりづらい
「男女共同参画」。
しかし、これからの世の中で、
私たちが暮らしていくために、
知っておけば、必ずためになることです。

意
識
か
ら
分
か
る
男
女
の
関
係

　
平
成
22
年
に
町
が
行
っ
た
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
町
民
意
識
調

査
か
ら
は
こ
ん
な
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
「
学
校
教
育
の
場
」
や
「
法
律

や
制
度
上
」
な
ど
は
平
等
感
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
男
性
、
女
性
ど

ち
ら
か
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
人
は
ど
の
分
野
も
10
％

未
満
で
す
。
特
に
「
社
会
通
念
・

慣
習
な
ど
」
で
は
町
民
の
72
％
が

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と

い
う
考
え
に
、
同
感
す
る
と
回
答

し
た
人
は
３
割
で
す
。
依
然
と
し

て
性
別
で
の
役
割
分
担
意
識
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
考
え
に
６
割
強
の
人
た
ち

は
、
同
感
し
な
い
と
回
答
し
て
い

ま
す
が
、
大
津
町
で
は
家
庭
生
活

で
の
ほ
と
ん
ど
の
家
事
を
「
主
と

し
て
妻
」
が
担
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
性
別
で
の
役
割
分
担
に
同
意
し

な
い
と
考
え
る
人
が
多
い
中
、
現

実
に
は
多
く
の
家
庭
で
「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
役
割
分

担
を
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　だまだ結婚や子どものことを考えて
はいません。今までアルバイトをやっ

たことがないので、働くことを知りたいと
思っています。学校では、電子工学の研究
をしていて、研究者やエンジニアになりた
いと思っています。理系は女性が少ないん
です。女性にも素晴しい人は多くいるので、
理系などの部門でも女性が活躍していくこ
とも必要だと思っています。

二十歳の男女が語る

男と女
今年1月、めでたくも新成人と
なった 2人の男女に、自分の夢
や男女共同参画を語ってもらい
ました。

ま　は大学で栄養学を勉強しています。
大学を卒業したら、栄養士関係の仕

事をしたいと思っています。男女共同参画
は、テレビなどで聞いたことがあります。
現在は、育児は女性が中心になっていて、
職場への復帰なども難しいので、仕事も家
庭も男性のサポートが必要だと思います。
男性が育児をすることが、珍しいことでは
ない世の中になってほしいですね。

﨑さ
き

山や
ま

　
晋し

ん

さ
ん

（
平
川
）

六ろ
っ

嘉か

美み

希き

さ
ん

（
大
林
）

今

幸せのバランス

0 20 40 60 80 100%

凡　例

家庭生活で

職場で

学校教育の場で

政治の場で

地域活動・
社会の場で

法律や制度の上で

社会通念・慣習
しきたりなどで

男性の方
が非常に
優遇

どちらか
といえば
男性の方
が優遇

平等
どちらか
といえば
女性の方
が優遇

女性の方
が非常に
優遇

わからない 回答なし

6.7 41.7 39.9 3.4 6.0 0.51.8

10.7 34.5 30.8 6.0 13.7 2.81.5

1.8 8.3 54.4 2.9 28.7 3.60.3

19.5 41.3 21.8 1.5 14.3 1.30.3

8.5 37.6 31.9 6.0 13.5 1.5
1.0

6.2 26.1 41.6 6.8 6.8 1.51.0

19.2 53.6 13.4 2.6 9.4 1.1
0.7

男女の地位の平等感

0 20 40 60 80 100%

同感
どちらか
といえば
同感

どちらか
といえば
同感しない

同感しない わからない 回答なし

凡　例

全体

男性

女性

3.7 23.9 27.3 38.0 6.8 0.3

5.6 28.9 28.3 28.9 8.3 0.0

20.1 26.4 44.9 5.7 0.62.3

「男は仕事、女は家庭」という考え方

主として
夫

主として
妻

夫婦で
同程度

その他の人
（親・子どもなど）

わからない
（経験なし）

回答なし

0 20 40 60 80 100%

凡例

掃除

家計の管理

食事の
したく

食事のかたづけ・食器洗い

家庭の仕事の役割分担

洗濯

町内会などの地域活動

育児

介護や看病

3.5 76.9 15.9 2.0
0.2

1.5

13.1 17.2 0.2
0.7 0.7

2.2 86.1

68.1

7.8 1.1

4.6 76.4 15.5 0.7

3.1 82.4 10.0 3.5 0.9

36.4 26.6 24.8 2.6

2.6

2.6

8.5 1.1

0.0 57.3 26.8 1.7 10.9 3.3

1.50.7 41.4 23.1 1.7 31.6

0.2

0.7

0.20.2

0.20.2

0.20.2

男女共同参画1
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女
性
の
輝
き
を

　
大
津
町
女
性
の
会
は
、
平
成
６

年
に
結
成
。
女
性
の
み
で
構
成
さ

れ
、会
員
数
は
千
人
を
超
え
ま
す
。

結
成
時
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
「
女ひ
と

と
男ひ
と

の
つ
ど
い
」
を
主

催
し
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
た
め
に
日
々
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
菜
の
花
を
使
っ
た
菜
の
花

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
会
員
が
参
加
し

て
の
研
修
会
、
最
近
で
は
３
月
20

日
に
開
催
さ
れ
た
「
菜
の
花
コ
ン

サ
ー
ト
」
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
ん
な
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

し
て
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
女

性
の
会
の
皆
さ
ん
は
「
男
女
共
同

参
画
宣
言
都
市
記
念
式
典
」
を
開

行
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　
同
懇
話
会
は
、
平
成
２
年
の
設

立
以
来
（
当
時
は
「
婦
人
問
題
懇

話
会
」）、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

の
形
成
を
目
指
し
て
、
町
へ
の
提

言
な
ど
多
く
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

も
懇
話
会
の
皆
さ
ん
は
、
必
要
性

を
求
め
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
大
津
町
男
女
共
同
参
画
推
進
懇

話
会
の
皆
さ
ん
は
、
大
津
町
が
男

女
共
同
参
画
の
都
市
宣
言
が
で
き

る
よ
う
に
事
業
を
企
画
し
ま
し

た
。
平
成
22
年
か
ら
「
人
材
育
成

班
」「
都
市
宣
言
班
」「
広
報
班
」

の
３
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
ン
バ
ー
が
、
都
市
宣
言
に
向
け

て
、
作
業
を
続
け
ま
し
た
。

催
す
る
に
当
た
り
、
女
と
男
の
つ

ど
い
を
開
催
せ
ず
に
準
備
を
進
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
か
ら
い
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
バ
ザ
ー
を
行

い
、
収
益
金
を
男
女
共
同
参
画
標

語
の
優
秀
作
品
の
副
賞
に
使
用
し

た
り
、
講
師
の
選
定
を
し
た
り
す

る
な
ど
、
後
方
か
ら
記
念
式
典
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
る
思
い
と
多
く
の

努
力
が
あ
っ
て
、
大
津
町
は
男
女

共
同
参
画
宣
言
都
市
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
出
発
点
で

す
。
宣
言
か
ら
１
年
た
っ
た
今
、

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を
大
切
に

し
て
い
く
こ
と
で
、
町
の
男
女
共

同
参
画
は
さ
ら
に
進
み
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
町
の
い
ろ
ん

な
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

都
市
宣
言
ま
で
の
軌
跡

　
大
津
町
で
「
大
津
町
男
女
共
同

参
画
宣
言
都
市
記
念
式
典
」
が
行

わ
れ
た
の
は
、
平
成
23
年
２
月
６

日
の
こ
と
で
し
た
。
ほ
り
だ
し
劇

団
の
演
劇
「
甘
が
き　
渋
が
き　

あ
お
し
が
き
？
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
始
ま
っ
た
式
典
は
、
町
長
の

あ
い
さ
つ
や
来
賓
祝
辞
、
標
語
の

表
彰
式
な
ど
の
全
て
が
男
女
共
同

参
画
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

を
与
え
ま
し
た
。記
念
講
演
で
は
、

潮
谷
義
子
さ
ん（
前
熊
本
県
知
事
）

が
「
男と

女も

に
輝
き
、共
に
生
き
る
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
で
思
い
を

語
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

町
民
サ
ポ
ー
タ
ー
で
結
成
さ
れ
た

町
民
合
唱
団
が
「
ほ
っ
と
タ
ウ
ン

大
津
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

私
た
ち
に
も
で
き
る

　
県
内
外
を
問
わ
ず
、
多
く
行
わ

れ
て
い
る
男
女
共
同
参
画
都
市
宣

言
。
大
津
町
が
宣
言
を
す
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
は
、
大
津
町
男

女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
の
皆
さ

ん
が
、
益
城
町
に
視
察
研
修
に

大
津
町
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

大
津
町
女
性
の
会

それは共に　 　男女が歩む誓い

男女共同参画都市宣言

男女共同参画　2

　大津町は、古
いにしえ

より宿場町として栄えた大津街道にあり、今ではＪＲ
豊肥本線、阿蘇くまもと空港を擁し、県内随一の工業地域として発
展を続けています。また、四

よ

方
も

を流れる白川は肥後平野を潤し、農
業へのチャレンジを支えています。東に、雄大な阿蘇山を望み、北の、
歴史ある矢護山は、町民の勇気と誇りの源です。
　私達

たち

は、次世代の子ども達
たち

に、この ゆたかな自然に育まれた 文化
や伝統を継承し、人を愛する心を伝えていく使命があります。お互い
を認め合い 支えあって、心ゆたかで　活気にあふれ、夢が叶

かな
うまち

をめざして、大津町は、ここに、『男女共同参画都市』 を宣言します。

一．わたしたちは　一人ひとりが自立し　自分らしく
　　生きいきと暮らすことが　できるまちをつくります
一．わたしたちは　一人ひとりが個性と能力を発揮し
　　あらゆる分野で男女が対等なパートナーとして　
　　参画できるまちをつくります
一．わたしたちは　平等教育をすすめ　すべての人々の
　　人権を確立するまちをつくります　
一．わたしたちは　家庭で　地域で　学校で　職場で
　　男女がともに助け合いの心をもち　お互いを尊重しあ
　　い　喜びも責任も分かち合うまちをつくります
一．わたしたちは世界の共通認識である「平和・平等・環境」
　　に協調するまちをつくります

大津町で男女共同参画都市宣言を
すると決めてからは、お金をか

けない「手作りの式典」を目指しました。
大津町女性の会の皆さんと一緒に準備
することができて、とても良かったと
思います。
　都市宣言の内容は会議を重ねて全員
で作り上げたものです。都市宣言を行
うことができたのは、これまでの懇話
会の人たちが基礎を築いてきたからだ
と思っています。今後も懇話会の皆さ
んには男女共同参画のまちづくりを進
めてもらい、より良い大津町にしてほ
しいですね。

女性の会にはいくつかのグループ
があり、会員は毎年研修を開催

して感性や知識を磨き、それぞれの目
的でそれぞれの活動をしています。「女
と男のつどい」や「菜の花コンサート」
などの活動を続けてきたことは、大き
な自信になっています。
　「菜の花コンサート」は今年で 6回
目の開催になります。多くの仲間たち
が頑張っているおかげで、継続して活
動をすることができています。そのよ
うな多くの『女性の輝き』を見てもら
うことが、大津町の男女共同参画の推
進になっていると思っています。

大津町男女共同参画
推進懇話会　前会長

西
にし

島
じま

　洋
よう

一
いち

さん

大津町女性の会
会長

坂
さか

本
もと

　晶
まさ

江
え
さん

大津町男女共同参画都市宣言

幸せのバランス

都
市
宣
言
へ
の
覚
悟

記念式典には多くの人が参加しました7 広報おおづ 2012.4 6広報おおづ 2012.4



で
誕
生
し
た
劇
団
も
、
結
成
か
ら
10

年
が
経
過
し
た
今
で
は
男
性
も
加

わ
っ
て
、
男
性
と
女
性
の
双
方
向
の

視
点
か
ら
考
え
た
内
容
の
深
い
劇
を

創
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
り
だ
し
劇
団
は
、
本
当
の
男
女

共
生
の
社
会
を
目
指
し
て
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
肥
後
弁
で
の
演
技
が

親
近
感
を
生
み
、
親
近
感
が
、
自
分

の
行
動
に
共
感
と
疑
問
を
持
つ
、
劇

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
吉き

良ら

鶴つ
る

雄お

さ
ん
（
陣
内
）

は「
ほ
り
だ
し
劇
団
」に
誇
り
を
持
っ

て
い
る
と
話
し
ま
す
。
劇
団
名
は
、

大
津
の
特
産
で
あ
る
か
ら
い
も
「
ほ

あ
く
ま
で
も
啓
発
劇

　
２
月
13
日
午
後
８
時
、
中
陣
内
地

区
農
事
集
会
所
（
公
民
館
）
か
ら
せ

り
ふ
を
読
み
上
げ
る
声
が
聞
こ
え
ま

す
。「
こ
う
や
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
」

「
お
年
寄
り
は
、こ
う
じ
ゃ
な
い
？
」。

時
に
は
笑
い
な
が
ら
、
時
に
は
真
剣

に
話
し
合
い
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
「
ほ
り
だ
し
劇
団
」
の

メ
ン
バ
ー
。
同
劇
団
は
、
男
女
共
同

参
画
に
対
す
る
意
識
の
低
さ
や
い
ま

だ
に
残
る
古
い
慣
習
な
ど
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
女
性
メ
ン
バ
ー
の
み

り
だ
し
君
」
と
「
人
や
地
域
の
良
さ

を
ほ
り
だ
す
」
と
い
う
意
味
か
ら
名

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
た
だ
見
て

楽
し
ん
で
も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
、

笑
い
の
中
に
気
付
き
を
入
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
劇
は
、
あ
く
ま
で
も

啓
発
劇
な
ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

「
ほ
り
だ
し
」
の
意
味
は
　

　
物
語
は
、
公
演
依
頼
が
あ
れ
ば
そ

の
イ
ベ
ン
ト
の
主
旨
に
沿
っ
て
話
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
数
は
15
話

以
上
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
い
く
つ
も
作
っ
た
の
は
、
い
く

つ
も
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け

て
、
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
ん
で
す
」
と
メ
ン

バ
ー
は
声
を
揃
え
ま
す
。

　
地
域
の
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る

意
識
は
、
簡
単
に
変
わ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
変
化
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
メ
ン
バ
ー
も
同

じ
で
す
。
最
初
は
「
夫
の
意
識
を
変

え
て
や
る
」と
思
い
始
め
た
も
の
の
、

今
で
は
「
夫
の
協
力
」
に
気
付
き
、

感
謝
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

　
ほ
り
だ
し
劇
団
の
活
動
は
、
劇
を

見
た
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
メ
ン

バ
ー
の
意
識
も
「
ほ
り
だ
す
」
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
と
い
う
と
こ
ろ

が
、
大
津
町
の
男
女
共
同
参
画
の
素

晴
ら
し
さ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　
児
童
虐
待
や
性
的
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
な

ど
は
、
性
別
や
身
体
的
特
徴
で
起
こ

る
虐
待
で
す
。
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
は
、
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く

生
き
る
こ
と
で
す
。
虐
待
は
決
し
て

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
自
分
の

立
場
に
立
っ
た
行
動
が
必
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
充
実
も
必

要
で
す
。
し
か
し
、
家
事
や
仕
事
で

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
人
生
の
充
実

の
た
め
に
、
賢
い
時
間
の
使
い
方
で

あ
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
津
の
素
晴
ら
し
さ　

　

大
津
町
の
都
市
宣
言
の
特
徴
は
、

歴
史
や
文
化
な
ど
の
継
承
が
盛
り
込

ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
人
を
愛
す
る

心
を
伝
え
る
た
め
に
男
女
共
同
参
画

を
進
め
る
こ
と
で
す
。
大
津
町
の
男

女
共
同
参
画
は
、
私
た
ち
と
私
た
ち

の
次
世
代
の
た
め
に
進
め
ま
す
。

　
男
性
も
女
性
も
一
人
一
人
が
「
自

分
ら
し
く
生
き
る
」
と
考
え
ら
れ
、

実
行
で
き
る
社
会
が
男
女
共
同
参
画

社
会
で
す
。
私
た
ち
も
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
で
、
明
日
の
大
津
を
背

負
っ
て
い
く
大
津
の
子
ど
も
た
ち
の

自
分
を
愛
す
る
力
が
高
ま
り
ま
す
。

そ
れ
が
、
人
を
愛
す
る
心
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
―
」
が

自
分
だ
け
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と

は「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」の
こ
と
。

仕
事
で
早
く
帰
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
子
育
て
や
家
事
で
や
る
こ
と
が

多
す
ぎ
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
が

取
れ
な
い
。
そ
ん
な
悩
み
は
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
で
解
決
し

ま
し
ょ
う
。

ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
は
同
じ
も
の

　
で
は
、
実
際
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
意
識

調
査
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
一
般

的
に
「
男
性
は
仕
事
」「
女
性
は
家

事
」の
割
合
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
を
別
に
考
え
る
の

で
は
な
く
、
同
じ
も
の
と
し
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
上
の
図
に
あ
る
よ

う
に
、
絶
対
量
を
増
や
す
の
で
は
な

く
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
ワ
ー
ク
と

ラ
イ
フ
を
増
減
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

一
緒
に
始
め
る
こ
と
が
大
事

　
女
性
は
ワ
ー
ク
を
増
や
し
、
ラ
イ

フ
を
減
ら
す
。
男
性
は
ワ
ー
ク
を
減

ら
し
、
ラ
イ
フ
を
増
や
す
。
お
互
い

の
行
動
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
は
成
り
立
ち
ま
す
。
１
日
の

時
間
は
誰
で
も
24
時
間
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
時
間
を
上
手
に
使
っ
て
、
お

互
い
が
助
け
合
う
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

同じ思いで―
大津の未来のために

演劇で行う
男女共同参画のススメ

ほりだし劇団

幸せのバランス

人
を
愛
す
る
心
を
伝
え
る

歴
史
や
文
化
を
継
承
す
る

大
津
の
子
ど
も
た
ち
に
、

男女共同参画

男 男ワーク ワーク

ワーク ワーク

ライフ ライフ

ライフ ライフ女 女

ワーク・ライフ・バランスで時間を大切に

3

上：台本を元に、念入りに打ち合わせを行います
下：ほりだし劇団の皆さん。一人一人が主役です
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人
が
い
な
い
と
い
う
心
配
は
、
逆
に

２
人
の
子
育
て
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
出
産
前
か
ら
い
ろ
ん
な
子
育
て
の

本
を
読
み
ま
し
た
。
２
人
で
子
育
て

の
講
演
会
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
２
人
に
と
っ
て
、
大
琉
く
ん

と
魁
清
く
ん
は
、
何
よ
り
も
大
事
な

存
在
な
の
で
す
。

奈
穂
さ
ん
の
場
合

　
奈
穂
さ
ん
は
、
高
校
を
卒
業
し
て

就
職
。
今
ま
で
事
務
や
販
売
な
ど
、

い
ろ
ん
な
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

結
婚
し
て
か
ら
も
仕
事
を
し
て
い
ま

子育てに、　　仕事に、参加しよう
し
た
が
、
今
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
力
を
注
ぎ
た
い
と
話
し
ま
す
。

　
「
仕
事
を
始
め
る
と
一
生
懸
命
に

な
り
過
ぎ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
」。
仕

事
を
す
る
こ
と
で
子
育
て
を
お
ろ
そ

か
に
し
た
く
な
い
思
い
が
奈
穂
さ
ん

か
ら
伝
わ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
成
長

し
て
い
く
こ
の
瞬
間
を
大
切
に
し
て

い
く
こ
と
も
家
族
の
選
択
の
一
つ
。

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
自
分
た
ち

の
選
択
し
た
こ
と
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
で
す
。

大
介
さ
ん
の
場
合

　
大
介
さ
ん
が
家
に
帰
っ
て
く
る
時

間
は
、
遅
い
と
き
は
午
後
10
時
頃
に

な
り
ま
す
。「
８
時
頃
に
は
帰
っ
て

き
た
い
ん
で
す
け
ど
ね
…
」
と
仕
事

と
家
庭
の
両
立
に
悩
み
ま
す
。

　
残
業
の
な
い
水
曜
日
は
、
町
の
総

合
体
育
館
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て

帰
り
ま
す
。
家
族
の
た
め
に
も
、
自

分
の
健
康
は
大
切
で
す
か
ら
、
そ
の

た
め
の
努
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
た
ち
を
寝
か
せ
る
の
は
、

奈
穂
さ
ん
の
仕
事
。
自
分
の
帰
り
が

遅
く
、
や
り
た
く
て
も
で
き
な
い
の

で
、
ど
う
し
て
も
任
せ
き
り
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
仕
事
が
遅

く
な
っ
て
も
、
使
っ
た
食
器
は
自
分

で
洗
っ
て
片
付
け
ま
す
。
無
理
を
し

な
い
で
、
お
互
い
が
で
き
る
こ
と
を

続
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

み
ー
ん
な
一
緒

　

大
介
さ
ん
と
奈
穂
さ
ん
は
、「
２

人
で
話
す
こ
と
」
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
寝
た
あ
と
に
、

毎
日
一
時
間
程
度
会
話
を
し
ま
す
。

「
ほ
と
ん
ど
が
子
ど
も
の
話
で
す
け

ど
、
仕
事
の
話
も
し
ま
す
」
と
大
介

さ
ん
。「
何
か
買
い
物
を
す
る
と
き

も
聞
く
ん
で
す
よ
。
聞
い
て
な
い
ふ

り
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
夫

は
心
が
広
い
で
す
か
ら
」
と
奈
穂
さ

ん
は
笑
い
ま
す
。
仕
事
や
子
育
て
で

疲
れ
た
２
人
は
、
２
人
だ
け
の
会
話

で
１
日
を
終
わ
り
ま
す
。

　
休
日
は
、
家
族
一
緒
で
す
。
掃
除

を
し
た
り
、
買
い
物
に
行
っ
た
り
…

な
る
べ
く
家
族
４
人
が
一
緒
に
い
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

が
積
み
木
や
パ
ズ
ル
で
遊
ぶ
と
き
も

常
に
そ
ば
に
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
父

親
と
母
親
の
役
割
の
バ
ラ
ン
ス
が
良

い
か
ら
で
き
る
こ
と
。
家
族
の
絆
は

よ
り
深
ま
り
ま
す
。

　
大
介
さ
ん
も
奈
穂
さ
ん
も
、
根
底

に
は
「
子
ど
も
の
た
め
に
」
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
。
目
的
の
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
や
る
こ

と
が
、
結
果
的
に
男
女
共
同
参
画
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

　
大
介
さ
ん
と
奈
穂
さ
ん
は
、
平
成

15
年
５
月
に
大
阪
府
で
結
婚
。
そ
の

２
年
後
に
は
、
大
介
さ
ん
の
転
職
の

た
め
に
、
熊
本
県
に
引
っ
越
し
て
き

ま
し
た
。
大
津
町
に
居
を
構
え
た
の

は
、
４
年
前
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　
結
婚
し
て
６
年
後
、
大
琉
く
ん
が

生
ま
れ
ま
す
。
大
介
さ
ん
も
奈
穂
さ

ん
も
待
ち
望
ん
で
い
た
子
ど
も
で

す
。
子
育
て
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
阪
か
ら
熊
本
に
来
た
２

人
に
は
、近
く
に
親
戚
が
い
ま
せ
ん
。

子
育
て
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
身
近
な

加藤さん一家は、大介さんと奈穂さん、
長男の大

まさ

琉
る

くん、二男の魁
かい

清
せい

くんの４人
家族。パパとママが２人の子どもために
お互いの役割を考えながら、厳しくも楽
しく子育てをしています。
そんな加藤さん一家の生活から男女共同
参画を見てみましょう。

大学卒業後は企業に就職し、受付業務を
担当していました。その会社は勤務時

間が長く、午前 7時頃に会社に行き、午後
9～ 10時頃に帰るという生活が続いていま
した。夫よりも先に家を出て遅く帰ってく
ることに抵抗があったことや、「女性は結婚
したら退職」という風潮が会社の中にあった
ことなどから、結婚を機に今の会社に転職し
ました。今の職場は男も女も正規もパートも
関係なくさまざまな仕事を任せてもらえるの
で、とてもやりがいがあります。

働いているので、常に娘と一緒にいられ
るわけではありませんが、私は一緒に

いる時間が短いからこそ、家にいる時間だけ
は、子どもに思い切り愛情を注いで育てたい
と思いました。自分にはそのやり方が合って
いましたね。夫も子育てに協力的で、休みの
日に食事を作ってくれることもありますし、
仕事から帰ると子どもの相手をしてくれるの
で、私はその間に家事などをすることができ
てとても助かっています。今はパートとして
働いていますが、子育てが一段落したら、正
規の社員として、今よりももっと仕事を頑張
りたいと思っています。

加か

藤と
う

大だ
い

介す
け

さ
ん

加か

藤と
う

奈な

穂ほ

さ
ん

会
え
る
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

子
ど
も
に
愛
情
を
注
ぐ
時
間
を
濃
く
。

仕
事
は
や
り
が
い
を
持
っ
て
、
続
け
た
い
。 男

性
も
女
性
も
そ
れ
ぞ
れ
、
家
庭
も
そ
れ
ぞ
れ

㈱三ツ星　熊本営業所

麻
あ

生
そう

真
ま

野
や

さん（室）

幸せのバランス
男女共同参画4
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そして大津     の未来を画こう

幸せのバランス

緒お

方が
た

洋よ
う

子こ

さ
ん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ェ
ン
ジ
ラ
イ
フ
熊
本
理
事
長

元くまもと県民交流館パレア館長
熊本大学男女共同参画コーディネーター
（平成18年～21年）や内閣府・男女共同参
画推進連携会議議員（平成17年～19年）
などを歴任。

男女共同参画5

　男女共同参画という言葉は、なんとなく難しく感じて
しまいます。何をしたら良いかも分からずに、何もでき
ていないような気持ちになるかもしれません。
　しかし、男女共同参画を推進することが目的ではない
のです。「一人一人が自分らしく生きる」ことが目的であ
り、あくまでも男女共同参画は手段なのです。
　自分らしく生きることはさまざまです。子どもに対す
る愛情を注ぐことでも良いですし、仕事を頑張ることで
も、趣味を極めることでも何でも構いません。自分で選
択した人生を歩むことができる社会が男女共同参画社会
です。
　３月 27日、大津中央公園で行われた「あそびのひろば
イベント」。会場で笑顔でイベントを満喫する、橋

はし
口
ぐち
浩
こう
平
へい

さん、理
り
恵
え
さんとめいちゃんの家族がいました。平日に

行われたこのイベントに家族全員で参加した理由を聞い
てみると、「たまたま今日が休みだったからです」と浩平
さんは話します。無理をせず、家族との時間を楽しんで
いる様子が伝わりました。　
　幸せは、バランスをとるシーソーのようなもの。お互
いがシーソーに乗ってバランスを取らないと動きません。
どちらかに傾いたままになってしまいます。男性と女性
のどちらかが行動するだけでは、変化は起きないのです。
　相手のことを考えた行動は相手の心に伝わります。そ
れが相手の行動につながり、さらなる自分の行動につな
がります。そんな幸せの連鎖が続いていけば、大津の未
来は明るいでしょう。

特集　幸せのバランス　終

続く、笑顔の、幸せの連鎖―。

が
、
難
し
く
は
な
い
の
で
す
。
よ

り
良
い
家
庭
を
築
い
て
い
く
た
め

に
あ
る
も
の
で
す
。
互
い
に
権

利
を
主
張

し
合
う
も

の
で
も
な

く
、
男
性

も
女
性
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
自
然
と
家
庭
も

円
満
に
な
り
ま
す
し
、
子
ど
も
も

健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

　
な
ぜ
今
ま
で
の
や
り
方
で
は
駄

目
な
の
か
と
い
う
と
時
代
が
変

わ
っ
た
か
ら
で
す
。
時
代
の
変
化

に
合
わ
せ
て
い
か
な
い
と
い
ろ
ん

な
こ
と
が
行
き
詰
ま
り
ま
す
。　

　
無
理
を
し
な
く
て
も
良
い
の
で

す
。
背
伸
び
を
す
る
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
力
を
発
揮
し
て

い
く
こ
と
が
自
分
ら
し
さ
な
ん
で

期
待
す
る「
２
０
２
０
年
30
％
」の

目
標
を
、
計
画
の
中
に
策
定
し
ま

し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
基
本
法
の
第
６

条
に
は
、
家
族
を
構
成
す
る
男
女

が
、互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

家
庭
、
地
域
や
社
会
を
担
っ
て
い

く
こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

法
律
は
と
て
も
珍
し
い
で
す
。
そ

れ
だ
け
男
女
共
同
参
画
社
会
の
中

で
家
庭
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

よ
り
良
い
家
庭
の
た
め

　
「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
と

難
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

参
加
で
は
な
く
参
画

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男

女
の
持
て
る
力
を
発

揮
で
き
る
社
会
で

す
。「
参
加
」
で
は
な

く
「
参
画
」
と
い
う

と
こ
ろ
が
大
事
な
の
で
す
。
男
性

も
女
性
も
お
互
い
の
意
見
を
施
策

な
ど
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

　
今
ま
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
対
し
て
男
性
が
決
定
権
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
女
性
の

意
見
も
入
ら
な
い
と
こ
れ
か
ら
の

世
の
中
は
良
く
な
っ
て
い
き
ま
せ

ん
。
せ
め
て
３
割
は
入
ら
な
い
と

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
国
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
、

指
導
的
地
位
に
女
性
が
占
め
る
割

合
を
、
30
％
程
度
に
な
る
よ
う
に

が
慣
習
に
よ
っ
て
「
自
分
ら
し
く

生
き
る
」
こ
と
が
で
き
な
い
世
の

中
だ
か
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
が

必
要
で
す
し
、
そ
の
た
め
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
な
の
で

す
。
仕
事
と
生
活
を
調
和
す
る
こ

と
で
、
男
女
が
一
緒
に
家
庭
を
支

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

男
も
女
も
つ
ら
い

　
女
性
は
、
出
産
や
育
児
を
す
る

と
き
に
仕
事
を
中
断
し
な
い
と
い

け
な
い
時
期
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
継
続
の
中
に
し
か
キ
ャ
リ
ア

は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
を
生

み
、
育
て
る
こ
と
は
、
20
代
～
40

代
の
時
期
に
継
続
し
て
仕
事
が
で

き
な
い
こ
と
で
す
。
男
性
は
継
続

し
て
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
が
、
女
性
は
そ
う
は
い

か
な
い
の
で
す
。

　
男
性
は
逆
に
責
任
感
の
重
さ
が

負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
間
３
万
人
を
超
え
る
自
殺
者
も

７
割
が
男
性
で
す
。
経
済
的
な
責

任
感
が
男
性
に
負
担
を
強
い
て
い

る
の
で
す
。

　
こ
の
２
つ
の
問
題
は
、
男
女
共

同
参
画
の
考
え
が
浸
透
し
て
い
く

こ
と
で
解
決
で
き
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
お
互
い
に
支
え
合
う
こ
と

は
、
自
分
を
支
え
る
こ
と
に
も
な

る
の
で
す
か
ら
ね
。

す
。
自
分
の
力
を
生
か
し
て
い
く

う
ち
に
い
ろ
ん
な
こ
と
が
開
け
て

い
き
ま
す
。

男
の
た
め
、
女
の
た
め

　
男
女
共
同
参
画
は
、
女
性
の
た

め
だ
け
に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
全
て
の
人
間
に
必
要
な
こ

と
な
ん
で
す
。
現
在
、
男
性
に
対

す
る
社
会
的
責
任
が
大
き
い
こ
と

か
ら
考
え
る
と
、
む
し
ろ
男
性
の

た
め
の
男
女
共
同
参
画
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
女
性
は
、子
ど
も
が
生
ま
れ
て
、

主
婦
に
な
っ
て
も
責
め
ら
れ
る
こ

と
は
少
な
い
で
す
が
、
男
性
が
主

夫
に
な
る
と
「
あ
の
人
は
…
」
と

い
わ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
良
く

な
い
慣
習
な
の
で
す
。

　
中
に
は
男
性
で
も
家
事
が
好
き

な
人
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち

家
族
の
た
め
に
―

難
し
く
考
え
な
い
で
―

　
と
に
か
く
、
家
庭
が
一
番
大
事

で
す
。
昔
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
は

男
女
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
経

済
で
も
衣
食
住
で
も
、
両
方
に
軸

足
を
置
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
が
自
分
た
ち
を
輝
か

せ
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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海
外
ド
ラ
マ
が
好
き
で
、

海
外
に
憧
れ
が
あ
り
ま

し
た
。
海
外
に
行
っ
た
ら
自
分

が
変
わ
れ
る
か
な
と
も
思
い
ま

し
た
。
友
達
と
一
緒
に
参
加
し

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
不
安
で

し
た
が
、
学
習
会
な
ど
で
参
加

し
た
み
ん
な
と
仲
良
く
な
り
、

楽
し
く
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
に

行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
男
性
が
優

し
く
、
同
級
生
の
男
女
が
と
て

も
仲
が
良
い
こ
と
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
行
く
前
は
、
家
族
に
は
照
れ

く
さ
い
気
持
ち
が
あ
っ
て
素
直

に
な
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

感
情
表
現
豊
か
な
と
こ
ろ
を
み

て
、家
族
に
も
「
あ
り
が
と
う
」

な
ど
感
謝
の
気
持
ち
を
素
直
に

言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

親
か
ら
勧
め
ら
れ
た
の
で

す
が
、
最
初
は
野
球
に

専
念
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。
中

体
連
に
負
け
て
し
ま
っ
た
の

で
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
行

く
こ
と
し
ま
し
た
。
高
校
受
験

の
た
め
に
英
語
の
勉
強
に
も
な

る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
朝
ご

飯
は
少
な
く
て
夜
た
っ
ぷ
り
食

べ
た
り
、
大
津
は
田
ん
ぼ
や
畑

が
多
い
で
す
が
、
ヘ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
ズ
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
が

多
か
っ
た
り
な
ど
、
違
っ
た
点

を
た
く
さ
ん
発
見
し
ま
し
た
。

最
初
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者

が
男
が
１
人
で
心
配
だ
っ
た
の

で
す
が
、
今
は
仲
良
く
な
り
ま

し
た
。
み
ん
な
と
会
え
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
人
が
ゆ
っ
く
り

話
し
て
く
れ
た
の
も
あ
り
、
少

し
は
英
会
話
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

高
校
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
、
海
外
で
活
躍
し
て

い
る
先
輩
が
楽
し
そ
う
に
生
き

生
き
と
話
す
の
を
見
て
、
海
外

へ
行
っ
た
ら
自
分
も
そ
ん
な
風

に
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
憧

れ
て
い
ま
し
た
。

　
行
く
前
は
何
も
か
も
日
本
と

違
う
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、

優
し
さ
だ
っ
た
り
生
活
ス
タ
イ

ル
だ
っ
た
り
基
本
的
な
こ
と

は
、
ど
こ
の
国
で
も
人
間
は
同

じ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
基
本
は

同
じ
な
の
だ
か
ら
、
今
自
分
が

生
活
し
て
い
る
日
本
で
も
っ
と

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
日

本
の
い
い
と
こ
ろ
も
、
ア
メ
リ

カ
の
い
い
と
こ
ろ
も
い
っ
ぱ
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実

際
に
行
っ
て
体
験
す
る
こ
と
で

し
か
味
わ
え
な
い
経
験
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

最
初
は
行
く
気
が
な
か
っ

た
ん
で
す
が
、
こ
の

チ
ャ
ン
ス
に
外
国
を
見
て
み
た

い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

行
っ
て
み
て
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

や
肉
の
塊
が
大
き
い
こ
と
や
、

リ
ス
が
家
の
周
り
に
普
通
に
い

る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
何
も
か
も
が
面
白
か
っ
た

で
す
。

　
英
語
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す

が
、
帰
っ
て
か
ら
は
長
文
で
も

し
っ
か
り
取
り
組
も
う
と
い
う

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
あ
と
、
自
分
の
意
見
を
言

え
る
よ
う
に
な
っ
て
、
友
達
と

も
行
く
前
よ
り
深
い
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

は
手
紙
を
出
し
て
交
流
し
て
い

ま
す
。
い
つ
か
、
ま
た
ヘ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
ズ
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
時
か
ら
ず
っ
と

行
き
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
部
活
を
優
先
し
て
い
た
の

で
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
高
校
生
の
最
後
で
行
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
学
校
の
先

生
は
就
職
試
験
を
控
え
て
い
た

の
で
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

両
親
が
後
押
し
し
て
く
れ
ま
し

た
。
自
分
を
表
現
し
た
い
、
本

当
の
自
分
を
見
つ
け
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
海
外
に

い
っ
た
ら
見
つ
か
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
。
帰
っ

て
か
ら
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に

変
わ
っ
た
ね
と
い
わ
れ
ま
し

た
。
自
然
体
で
い
い
ん
だ
と
思

え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
距
離
が
縮

ま
っ
て
、
学
校
が
も
っ
と
楽
し

く
な
り
ま
し
た
。
自
信
が
つ
い

て
、
就
職
試
験
も
バ
ッ
チ
リ
で

し
た
よ
。

き
っ
か
け
は
知
り
合
い
に

勧
め
ら
れ
て
で
す
が
、

海
外
に
行
っ
て
み
た
い
、
言
葉

の
違
う
友
達
が
欲
し
い
と
思
っ

て
い
た
ん
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
だ
と
、
家
族
旅
行
と
は
違
う

自
由
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
責
任
も
あ
り
ま

す
。
大
人
に
な
っ
た
ら
で
き
な

い
、
今
だ
け
限
定
と
い
う
魅
力

も
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の

家
族
は
優
し
か
っ
た
し
、
姉
妹

が
い
た
の
で
友
達
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
英
語
は
な
か
な
か
伝
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
相
手
も
何
を

言
っ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
た

め
に
一
生
懸
命
聞
い
て
く
れ
る

し
、
単
語
で
も
伝
わ
っ
た
と
き

は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ア
メ

リ
カ
の
友
達
が
日
本
語
を
勉
強

し
よ
う
と
し
た
の
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。

英
語
が
好
き
で
将
来
外
国

の
人
に
接
す
る
仕
事
が

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

海
外
に
行
き
た
か
っ
た
ん
で

す
。
町
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
か
ら
安
心
と
両
親
が
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
勧
め
て
く
れ
ま
し

た
。ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
で
は
、

上
半
身
裸
で
犬
の
散
歩
を
し
て

い
る
人
が
何
人
も
い
て
驚
い
て

い
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
お
母
さ

ん
か
ら
笑
わ
れ
ま
し
た
。
向
こ

う
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
な
ん

で
す
ね
。

　
帰
っ
て
か
ら
は
積
極
的
に
な

れ
た
と
思
い
ま
す
。
先
生
に
勧

め
ら
れ
て
英
語
の
暗
唱
大
会
に

も
出
場
し
ま
し
た
。
高
校
で
は

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
、
自
分
た

ち
が
住
ん
で
い
る
町
に
は
、
こ

ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
な
い
と
う

や
ら
ま
し
が
ら
れ
ま
し
た
。

３
年
生
で
部
活
を
や
め
て

か
ら
時
間
が
あ
り
、
参

加
し
ま
し
た
。
海
外
の
イ
ン
テ

リ
ア
や
美
術
品
な
ど
に
も
興
味

が
あ
り
、
外
国
へ
は
憧
れ
も
あ

り
ま
し
た
。

　
海
外
ド
ラ
マ
の
中
で
は
、
み

ん
な
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
出

し
て
ま
す
よ
ね
。
私
は
人
見
知

り
な
の
で
、
い
い
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。
今
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま

し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験

し
て
帰
っ
て
か
ら
は
、
周
り
に

変
に
気
を
使
い
す
ぎ
な
い
よ
う

に
な
っ
て
、楽
に
な
り
ま
し
た
。

思
い
切
っ
て
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

ズ
に
行
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
家
族
も
優
し

か
っ
た
し
、
食
べ
物
も
な
ん
で

も
お
い
し
か
っ
た
で
す
！

■
派
遣
先　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ネ
ブ
ラ
ス

カ
州
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
市（
町
姉
妹
都
市
）

■
募
集
人
数　
中
学
生
・
高
校
生
５
人
程

度　
通
訳
者　
１
人

■
派
遣
期
間　
７
月
下
旬
～
８
月
上
旬（
予
定
）

■
経
費
・
助
成
金　
中
学
生
・
高
校
生
は
、

経
費
の
50
％
程
度
を
助
成
。
通
訳
者
は
町

規
定
の
旅
費
相
当
額
を
助
成
。

　
※
昨
年
度
は
15
万
円
程
度
（
航
空
運
賃
に

　
よ
り
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■
主
な
参
加
資
格　
①
町
在
住
で
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

（
中
学
生
・
高
校
生
）
②
「
事
前
学
習
会
」

と
「
帰
国
報
告
会
」
に
全
て
参
加
で
き
る

人
③
帰
国
後
に
国
際
交
流
活
動
な
ど
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
人

な
ど

■
申
込
方
法　
①
申
込
書
②
保
護
者
の
同

意
書
（
中
学
生
・
高
校
生
）
③
作
文
（
参

加
動
機
を
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
ま
と
め

た
も
の
）
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
４
月
20
日
（
金
）

保護者のお話
最初は大丈夫かなと思いまし
たが、学校と自分の家庭だけ
の生活から飛び出して、子ど
もたちは自信を持って帰って
きました。視野が広がってコ
ミュニケーションに自信がも
てるようになったようです。
お金を出してでも価値のある
経験ができたようです。

ホームステイに
参加しませんか？
◦申し込み・問い合わせ　役場商業観光課　商業観光係　☎（293）3115

　昨年 7月 22日から 12日間、アメリカの姉妹
都市ヘイスティングズ市へ中高生 8人が派遣さ
れました。このプログラムは、国際的な視野をも
つ人材育成を目的に、姉妹都市で１週間ホームス
テイを経験します。
　昨年、通訳として派遣された大

おお

塚
つか

麻
ま

里
り

子
こ

さんは
「ヘイスティングズ市の家族は本当に愛情深く、
ありのままの自分を受け入れてくれます。学生た
ちはいつもびっくりするぐらいキラキラした顔で
帰ってきます」と話しました。
　今年もアメリカホームステイプログラムを計画
し、このプログラムの参加者を募集します。今回
は、昨年ホームステイした皆さんに、いろんな感
想を聞いてみました。

アメリカホームステイプログラム
戸と

久く

河が
わ

龍り
ゅ
う
せ
い聖

く
ん（
15
）

櫻さ
く
ら
い井

智ち

瑛あ
き

さ
ん（
16
）

江え

藤と
う

穂ほ

奈な

美み

さ
ん（
16
）

松ま
つ

永な
が

杏あ
ん

理り

さ
ん（
18
）

桐き
り

原は
ら

加か

奈な

子こ

さ
ん（
17
）

石い
し

﨑ざ
き

友と
も

子こ

さ
ん（
17
）

江え

藤と
う

美み

和わ

さ
ん（
18
）

坂さ
か

本も
と

智と
も

子こ

さ
ん（
17
）

HOMESTAY PROGRAM

みんな、積極的にテレビの取材を受けていました
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［問い合わせ］　町人権啓発福祉センター （役場人権推進課 人権推進係）
　　　　　　　☎（293）7920

男の料理教室

　男の料理教室を、２月の毎週水曜日
に人権啓発福祉センターで行い、９人
が参加しました。「簡単に作れてとって
もおいしい」と題して5回にわたって行
われた教室は、参加者が、卵料理や魚料
理、ハンバーグ、ルウに凝ったカレー
を調理しました。魚料理では、３枚下
ろしにもチャレンジし、料理を通して男
同士の交流を図りました。

人
権
ニ
ュ
ー
ス

おしゃべりカフェ
今年１月から人権啓発福祉センター・児童館では、「おしゃ
べりカフェ」を開催しています。毎週月曜日の午前10時
30分から正午まで、参加者でいろいろな話をしています。

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

　
カ
フ
ェ
と
い
え
ば
、
喫
茶
店
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
カ
フ
ェ
で

は
、子
育
て
真
っ
最
中
の
悩
み
や
、「
子
ど

も
が
こ
ん
な
と
き
に
は
皆
さ
ん
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
な
」と
い
う
こ
と
を
話
し
た

り
、
聞
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
子

育
て
の
参
考
に
し
て
み
た
い
こ
と
な
ど
を

参
加
者
み
ん
な
で
気
楽
に
話
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
同
士
で
一
緒
に
遊
ん

で
友
達
に
な
っ
た
り
、
子
ど
も
が
参
加
し

や
す
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
交
換
を
し

た
り
す
る
中
で
交
流
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
子
育
て
で
ち
ょ
っ
と
疲
れ
が

た
ま
っ
た
と
き
に
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
と
し

て
利
用
し
て
も
結
構
で
す
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
お
し
ゃ
べ
り
す

る
こ
と
で
気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
て
、
子

ど
も
と
新
た
な
気
持
ち
で
接
し
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
オ
ム
ツ
交
換
や
授
乳
時
の
お

手
伝
い
は
遠
慮
な
く
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
参
加
し
た
人
に
感
想
を
聞
い
て
み

ま
し
た
の
で
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

参
加
し
て
み
て
の
感
想
は
？

・
た
く
さ
ん
の
マ
マ
と
話
が
で
き
ま
し　

　
た
。
そ
の
間
も
、
先
生
が
子
ど
も
た
ち

　
を
み
て
く
れ
た
の
で
、
く
つ
ろ
ぐ
こ
と

　
が
で
き
ま
し
た
。

・
少
人
数
で
ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
が
で
き
、

　
楽
し
か
っ
た
。

カ
フ
ェ
で
ど
ん
な
話
が
し
て
み
た
い
？

・
子
育
て
で
困
難
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を

　
相
談
し
て
み
た
い
。

・
お
互
い
の
育
児
や
普
段
の
子
ど
も
の
様

　
子
な
ど
。

・
お
店
な
ど
の
子
育
て
の
情
報
。

・
食
育
や
し
つ
け
に
つ
い
て
。

・
保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
の
情
報
。

カ
フ
ェ
で
ど
ん
な
こ
と
が
し
た
い
？

・
の
ん
び
り
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
た
い
。

・
い
ろ
い
ろ
な
子
育
て
の
仕
方
を
聞
い
て

　
み
た
い
。

　　
参
加
者
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
考
え
や

目
的
で
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
児
童
館

で
は
、「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」で
子
育
て

の
悩
み
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
息
抜
き
な
ど

の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」で
職
員

も
、
毎
週
金
曜
日
に
行
っ
て
い
る「
は
と

ぽ
っ
ぽ
ク
ラ
ブ
」（
子
育
て
サ
ー
ク
ル
）に

生
か
せ
る
情
報
も
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
と
親
し
く
な
る
チ
ャ
ン
ス
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
本
年
度
は
４
月
２
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人
と
話
を

し
て
み
た
い
親
子
、
育
児
に
つ
い
て
聞
い

て
み
た
い
と
思
う
人
は
、
予
約
は
不
要
で

す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か（
祝
日
、

他
行
事
で
お
休
み
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

電
話
や
児
童
館
だ
よ
り
・
生
涯
学
習
情
報

誌
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

大津町地域通貨「水水」の交付が始まります
　皆さん一人一人の手によって、大津町をさらに元気なまちにしていくこと
を目指す「元気大津づくり活動事業」は、4月で5年目を迎えます。4月からは
平成23年度中に行われた“元気大津づくり活動”に対する地域通貨「水水」の
交付が始まります。

●申請窓口　役場企画課　地域づくり推進係
●申請期間　４月９日（月）～５月31日（木）
　　　　　　（土・日曜日、祝日は除く）
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
●申請に必要なもの
　□平成23年度元気大津づくり活動報告書
　□申請に来る人の印かん
　□代理の人(家族以外)が申請する場合は「委任状」

地域通貨「水水」の交付申請手続き

活動報告書により、1週間あたり15分以上の
活動を1回＝25水水として計算します。
1年間毎週活動した場合は、52週×25水水＝
1300水水となり、「水水」が13枚もらえること
になります。

地域通貨「水水」協力店一覧 （届出順）

住民登録団体一覧 （3月1日現在）

味の大津屋（大津）

インテリア白川（大津）

ビューティーコロナ（大津）

JA菊池  とれたて市場（大津）

村上写真館（大津）

大津温泉  岩戸の里（外牧）

よりみち（大津）

ギャラリー＆和カフェ 水車物語（室）

文洋堂（大津）

区　分 団　体　名

老人会

子ども会

自治会

NPO法人

行政区
など

ボランティア団体

その他

大津東区
楽善区
大津東区光寿会
上町老人会
桜丘区老人クラブ桜花会
下町長寿会
中陣内老人クラブ高砂会
中島老人会
美咲野会
上陣内子ども会
上猿渡分団子供会
日吉ヶ丘ふれあい隊
森ふれあいサロン
ＮＰＯ法人クラブおおづ
明日の観光大津を創る会
大津町国際交流協会
大津町剣道連盟
大津スキークラブ
おおづ図書館友の会
大津町商工会女性部
大津町エコライフグループ
大津町女性の会
なかよし広場
ＪＡ女性部瀬田
万葉会
南杉水オレンジ隊

飲食をすると
「水水」１枚で100円引き
「水水」１枚で
コーヒー１杯サービス

飲食をすると
「水水」１枚で100円引き
飲食をすると
「水水」１枚で100円引き

「水水」1枚で
入館料100円引き

1,000円以上お買い上げの人に
「水水」1枚で100円引き
1,000円以上お買い上げの人に
「水水」1枚で100円引き

1,000円以上お買い上げの人に
「水水」1枚で100円引き

１枚でカードポイント
2点サービス

店　名

地域通貨「水水」の使い方には、次の3つの方法があります。

1 町内で自由に流通

特典内容

● 申し込み・問い合わせ　役場企画課 地域づくり推進係　 ☎(293）3118

地域通貨「水水」を手に入れるには、事前に元気大津づくり活動
への参加登録が必要です。申請をお待ちしています。

参加登録募集中！

●お手伝いをしてもらったときなどの感謝の気持ちと
して「水水」を渡すことができます。

●地域通貨協力店で「水水」と引き換えに特典を受ける
ことができます。
※特典内容は各店舗で異なりますので、ご注意ください。

2 町の施設の使用料や手数料

●町指定ゴミ袋との交換
※役場のみ交換可能です。一般小売店での「水水」との交
換はできません。

●町が発行する証明書の交付手数料 
（住民票の写し、印鑑証明、所得証明、納税証明など）
●大津町総合体育館トレーニングルームの使用料
※回数券には使えません。

3 登録住民団体への寄付

●「水水」を寄付することで、住民団体の活動を応援す
ることができます（登録住民団体に、寄付ができます）。

※登録団体以外は、お金と交換することはできません。
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すこやか通信
健康福祉課　健康推進係　☎（294）1075 H e a l t h  C o m m u n i c a t i o n

慢
性
腎
臓
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
２
月
号
の
す
こ
や
か
通
信
で
は
急
増
し
て
い
る

C
K
D（
慢
性
腎
臓
病
）に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
に
よ
っ
て
血
管
が
傷
み
、
た
ん
ぱ
く
尿

が
出
た
り
、
腎
機
能
が
低
下
し
e
G
F
R
の
数
値
が
下

が
っ
た
り
す
る
状
態
が
続
く
こ
と
が
C
K
D
で
す
。

○
腎
臓
の
は
た
ら
き

　

皆
さ
ん
は
腎
臓
が
ど
こ
に
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す

か
？
腎
臓
は
ソ
ラ
マ
メ
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
背

中
側
に
左
右
に
一
個
ず
つ
あ
り
ま
す
。
中
に
は
細
か

い
血
管
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
血
液
を
き
れ
い
に
ろ
過
し

て
尿
を
作
る
臓
器
で
す
。

　
腎
臓
の
中
に
は
図
の
よ
う
な
糸
球
体
と
呼
ば
れ
る

も
の
が
腎
臓
１
個
の
中
に
約
１
０
０
万
個
あ
り
ま
す
。

血
液
が
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
の
芯
く
ら
い
の
細
さ
の
輸
入

細
動
脈
か
ら
糸
球
体
に
入
り
、
こ
こ
で
一
定
の
血
圧

に
な
る
よ
う
に
調
整
を
し
て
い
ま
す
。
高
血
圧
の
人

は
こ
こ
で
か
な
り
腎
臓
に
負
担
を
か
け
て
い
る
わ
け

で
す
。

　
糸
球
体
の
中
に
は
毛
細
血
管
が
糸
巻
き
の
よ
う
に

グ
ル
グ
ル
巻
い
て
い
て
、
そ
こ
に
圧
力
を
か
け
て
水

分
や
ブ
ド
ウ
糖
、
ア
ミ
ノ
酸
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の

栄
養
素
、
窒
素
や
薬
・
毒
物
を
押
し
出
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
押
し
出
さ
れ
た
の
が
原
尿
、
お
し
っ
こ
の「
一

番
絞
り
」で
す
。
こ
こ
で
押
し
出
さ
れ
な
い
も
の
は
粒

の
大
き
な
白
血
球
、
赤
血
球
、
血
小
板
や
た
ん
ぱ
く
な

ど
で
す
。
小
さ
な
粒
の
ブ
ド
ウ
糖
や
ア
ミ
ノ
酸
、
水
分
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
体
に
必
要
な
も
の
は
尿
細
管
か
ら

再
吸
収
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、
尿
素
、

尿
酸
、
尿
酸
塩
な
ど
の
老
廃
物
は
尿
と
な
っ
て
体
内
か

ら
出
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
腎
臓
の
血
管
が
悪
く
な
る
と
、
粒
の
大
き

な
た
ん
ぱ
く
を
押
し
出
し
て
し
ま
う
な
ど
、
体
に
必
要

な
再
吸
収
が
で
き
ず
に
尿
に
た
ん
ぱ
く
が
出
る
わ
け

で
す
。

　
腎
臓
を
守
る
た
め
に
は
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
肥

満
を
予
防
す
る
こ
と
、
血
管
を
傷
つ
け
る
糖
尿
病
や
高

脂
血
症
、
高
尿
酸
血
症（
痛
風
）な
ど
の
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
前
回
も
お
話
し
ま
し
た
が
、
腎
臓
が
悪
く
な
っ
て
も

初
期
で
は
症
状
が
出
ず
、
血
液
検
査
や
尿
検
査
で
し

か
状
態
を
確
認
で
き
な
い
の
が
腎
臓
で
す
。
大
津
町

が
行
う
国
保
特
定
健
診
に
は
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の

数
値
か
ら
腎
機
能
が
分
か
る「
e
G
F
R
」の
項
目
が

入
っ
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
を
受
け
て
、
健
康
な
腎
臓

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

平
成
24
年
度

ふ
る
さ
と
総
合
健
診

　
今
回
の
対
象
者
は
、
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
す
。

該
当
者
に
は
申
込
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
の
健
診
は
、
特
定
健
診

（
健
康
診
査
）に
が
ん
検
診
を
セ
ッ
ト
に
し
た
も
の
で

す
。
半
日
で
で
き
る
人
間
ド
ッ
ク
と
同
じ
内
容
で
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
と
重
複
し
て
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
今
回
、
申
込
書
が
届
か
な
か
っ
た
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
10
月
に
予
定
し
て
い
る

が
ん
複
合
健
診
の
申
込
書
を
７
月
に
お
届
け
す
る
予

定
で
す
。
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
た
め
に
、
年
に
１

回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
が
ん
複
合
健
診
は
、
受
け
た
い
検
診
を
選
ん
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
５
月
15
日（
火
）

▼
申
込
先　
　

　
健
康
福
祉
課　
健
康
推
進
係

　
（
町
子
育
て・健
診
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎（
２
９
４
）１
０
７
５

　
役
場
保
険
医
療
課　
国
保・医
療
係

　
☎（
2
9
3
）３
１
１
４

※
健
康
福
祉
課　
健
康
推
進
係
は
、
4
月
か
ら
町
子
育

て・健
診
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
ま
し
た

環境保全課  環境保全係　☎（293）3113

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
補
助
を

　
町
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
資
源
循
環
型
社
会
の
形

成
を
目
指
し
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
積
極
的

に
支
援
す
る
た
め
に
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
実

施
し
ま
す
。

補
助
金
額

町
内
に
立
地
す
る
企
業
が
製
造
す
る

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
最
大
出
力
値（
kw
）×
６
万
円

　
（
国
の
補
助
金
と
合
わ
せ
て
30
万
円
を
限
度
）

そ
れ
以
外
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
最
大
出
力
値（
kw
）×
3
万
円

　
（
国
の
補
助
金
と
合
わ
せ
て
20
万
円
を
限
度
）

補
助
対
象

　
町
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居
住
す
る
町
内
の
住
宅

に
、
新
た
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
。

（
１
世
帯
当
た
り
１
回
限
り
）

※
す
で
に
設
置
し
た
も
の
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
方
法

　
「
先
着
順
」で
受
け
付
け
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
予
算
額
は
３
７
５
万
円
で
す
。
予
算

額
に
達
し
た
時
点
で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

　
受
付
終
了
後
は
補
欠
受
付
を
行
い
、
取
り
下
げ
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
、補
欠
番
号
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
開
始

　
４
月
２
日
か
ら
開
始
し
ま
す

手
続
き
方
法

　
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
の
着
工
前
と
完
了
後
に
２
回
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
の
際
は
申
請
用
紙

と
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
役
場
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ

い（
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）。
補
助
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
申
請
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　
平
成
24
年
度
第
1
回
犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
都
合
に
よ
り
今
回

注
射
で
き
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
犬
の
登
録
は
、
狂
犬
病
予
防
法
第
4
条
第
1
項
の
規

定
に
よ
り
、
犬
を
取
得
し
た
日（
生
後
90
日
以
内
の
犬

を
取
得
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
生
後
90
日
を
経
過
し

た
日
）か
ら
30
日
以
内
に
そ
の
犬
の
所
在
地
を
管
轄
す

る
市
町
村
長
に
申
請
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て
は
、
狂
犬
病
予
防
法
第

5
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
の

所
有
者
は
毎
年
1
回
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
料
金
は
1
頭
に
つ
き
次
の
と
お
り
で
す
。

○
登
録
料　
３
，
０
０
０
円（
新
規
の
み
）

○
注
射
料　
２
，
５
０
０
円

○
注
射
済
票
代　
５
０
０
円

■
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
後
、
３
週
間
は
狂
犬
病

注
射
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
体
調
の
悪
い
犬
や
治
療
中
の
犬
は
注
射
前
に
獣
医
師

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
射
会
場
で
の
飼
い
犬
同
士
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
飼
い
犬
を
絶
対
に
放
さ
な
い

よ
う
管
理
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ふ
ん
な
ど

の
後
始
末
も
お
願
い
し
ま
す
。

輸入細動脈 輸出細動脈

尿排泄

糸球体
毛細血管

１ろ過

尿細管周囲
毛細血管

腎静脈

２再吸収

３分泌

４排泄

犬の登録・狂犬病予防集合注射日程表
期　日 時　　間 場　　　所

４月14日（土） 9:00～9:45 大津東区コミュニティセンター
10:15～11:45 役場　南側駐車場

４月15日（日） 9:00～9:45 町生涯学習センター駐車場
10:15～11:45 役場　南側駐車場

４月18日（水）

9:00～9:45 陣内地区公民館分館
10:00～10:30 岩坂公民館
10:45～11:15 錦野地区農業研修センター
13:30～14:00 野外活動等研修センター（旧真城小）
14:15～15:00 宮本地区農業研修センター
15:15～15:45 矢護川コミュニティセンター（旧矢護川小）

４月19日（木）

9:00～9:45 杉水地区公民館分館
10:00～10:30 人権啓発福祉センター（隣保館）
11:00～11:45 美咲野中央公園
13:30～14:00 高尾野公民館
14:30～15:00 瀬田地区生活改善センター

糸球体のはたらき
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全国大会　続々出場

保々光耀さん リベリオンズの皆さん　左から上田さん、斎藤さん、大塚さん永田優人さん㊧と優心さん㊨

平成23年度自衛隊入隊者合同激励会

　菊池地区（２市２町）合同の激励会が、３月10日、菊陽
町図書館ホール（菊陽町）で開催され、自衛隊に入隊する
皆さんを激励しました。入隊する若者たちは、各市町長
と自衛隊の先輩隊員からの激励や温かい言葉を受け、来
場者に大きな声で自分の決意や抱負を語りました。菊池
地区からの入隊者は36人。町からの入隊者は２人です。

◆町からの新入隊者

佐
さ
藤
とう
龍
りゅう
介
すけ
さん（室）、田

た
中
なか
亨
とおる
さん（大津）

バスケットボール　第38回全日本クラブバスケットボール選手権大会
　「第38回全日本クラブバスケットボール選手権大会」が３月17日～19日に大分県で開催され、REBELLIONS（リベ
リオンズ）に所属する斎

さい
藤
とう
公
きみ
俊
とし
さん（室）、大

おお
塚
つか
麻
ま
友
ゆ
さん（杉水）、上

うえ
田
だ
智
ち
賀
か
さん（室）が出場し、見事初優勝を飾りました。

クラブチームの日本一を決めるこの大会で、県勢が優勝するのは初めての快挙です。

野球　第42回日本少年野球春季全国大会
　「第42回日本少年野球春季全国大会」が３月25日～28日に東京都ほか３県で開催され、北熊本ボーイズに所属する
永
なが
田
た
優
ゆう
人
と
さんと永

なが
田
た
優
ゆう
心
しん
さん（美咲野）が出場しました。優人さんと優心さんは兄弟での出場です。

ソフトテニス　第23回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会
　「第23回都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会」が３月26日～28日に三重県で開催され、保

ほ
々
ぼ
光
こう
耀
よう
さん（陣

内）が出場しました。

全国で活躍する大津のスポーツ

自衛隊員としてのスタートです

佐藤さん（前列右から３人目）、田中さん（前列左から２人目）

大津町まちづくり交流センター　☎（292）0212
開館時間　午前９時～午後８時
休館日　　月曜日（祝日の場合その翌日）
　　　　　年末年始（12月 29日～翌年１月３日）

大津町歴史文化伝承館　☎（293）4100
開館時間　午前９時～午後６時
休館日　　月曜日
　　　　　年末年始（12月 29日～翌年１月３日）

大津町まちづくり交流センターと
大津町歴史文化伝承館がオープン

こ
こ
に
来
れ
ば
、
交
流
に
出
会
え
る
―

平
成
24
年
４
月
、
大
津
中
央

バ
ス
停
に
、
町
民
や
各
種

団
体
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
、
交

流
を
進
め
る
た
め
に
利
用
し
て
も

ら
う
施
設
と
し
て
「
大
津
町
ま
ち

づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
法
務
局
跡
に
大
津

町
の
歴
史
文
化
に
関
す
る

資
料
の
展
示
を
行
う
施
設
と
し
て

「
大
津
町
歴
史
文
化
伝
承
館
」
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
・

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
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大津町非常勤職員募集
◦問い合わせ　役場総務課　人事秘書係　☎（293）3111

職員
募集

○申込期限　４月13日（金）
○申込時間　午前９時～午後５時（土、日、祝日を除く）
○申込方法　履歴書を本人が持参してください　
○任用開始　平成24年５月以降を予定
○そ の 他　①面接を４月下旬に実施予定です
                   ②職種や募集の詳細などは変更になる場合があります

阿蘇くまもと空港→肥後大津駅

ライナー
発車時刻

肥後大津駅
到着時刻

8:51 9:06

9:18 9:33

9:50 10:05

10:10 10:25

10:20 10:35

11:00 11:15

11:45 12:00

12:25 12:40

12:40 12:55

13:10 13:25

14:00 14:15

14:18 14:33

15:05 15:20

15:50 16:05

16:20 16:35

17:10 17:25

18:00 18:15

18:20 18:35

19:25 19:40

20:25 20:40

20:40 20:55

21:15 21:30

片道１人当たり
利用料金 利用できる地区

１５０円 灰塚区
２００円 つつじ台区
２５０円 高尾野区・源場区・大林区駅上組（国道 57 号沿い）
３００円 新小屋区・下猿渡区・御所原区・桜丘区
４００円 護東区・御願所区・米山区
５００円 真木区・古城区

運行日

毎日
（日曜・祝祭日も運行）

便数・地区 町中心部行き 利用できる地区行き

1 便 7：30 ～ 7：45 10：30 ～ 10：45
2 便 9：00 ～ 9：15 12：00 ～ 12：15
3 便 10：30 ～ 10：45 14：00 ～ 14：15
4 便 12：00 ～ 12：15 16：00 ～ 16：15

予約時間 　前日　午後 3 時～午後 9 時 
　当日　午前 6 時 15 分～迎車 1 時間前肥後大津駅→阿蘇くまもと空港

ライナー
発車時刻

阿蘇くまもと空港
到着時刻

6:33 6:48

7:08 7:23

7:35 7:50

8:06 8:21

8:36 8:51

9:34 9:49

9:52 10:07

10:32 10:44

11:14 11:26

11:40 11:52

12:09 12:21

12:44 12:56

13:36 13:48

14:06 14:18

14:41 14:53

15:07 15:19

15:50 16:02

16:51 17:06

17:16 17:31

17:40 17:55

18:18 18:33

18:47 19:02

19:45 20:00

空港ライナー　本年度も運行します
◦問い合わせ　熊本県企画振興部交通政策・情報局　交通政策課 　☎（333）2167

交通

◦問い合わせ　役場総務課　行政係　☎（293）3111

のりあいタクシーがさらに使いやすく

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー

運
行
表

ご予約は　☎080（1773）8383へ

交通

職　種 勤務地 勤務日 勤務時間 資格など 社会
保険

雇用
保険 備　考

保育士 大津保育園 月～金 8:30～16:45を
基本に週29時間 保育士 有 有 任用期間１～３年

月額報酬

特別支援補助員 町内小中学校 月～金 
（学校開校時のみ）

8:30～17:15の 
うち５時間30分 無し 無 有 任用期間２～３年 

日額報酬

町
内
の
バ
ス
路
線
の
な
い
公

共
交
通
空
白
地
域
（
バ
ス

停
か
ら
５
０
０
ｍ
以
上
離
れ
て
い

る
地
域
）
に
「
の
り
あ
い
タ
ク

シ
ー
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
１
日
２
往
復
の
運

行
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
の
り
あ

い
タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら

に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
４
月
か

ら
、
１
日
４
往
復
に
増
便
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
前
日
し
か

で
き
な
か
っ
た
予
約
も
、
１
時
間

前
ま
で
な
ら
、
当
日
も
予
約
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
っ
た
の

り
あ
い
タ
ク
シ
ー
を
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

※
予
約
を
し
て
い
な
い
と
、「
の

　
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
」
は
、
利
用

　
で
き
ま
せ
ん
。
タ
ク
シ
ー
は
遅

　
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
出

　
発
時
刻
に
は
必
ず
待
機
し
て
く

　
だ
さ
い
。

３月 25 日から空港ライナーのダイヤが
変更しています。 ご注意ください。 
▶運行期間　
４月１日（日）～平成25年３月31日（日）

肥後大津駅と
阿蘇くまもと空港を
つなぐ空港ライナー
継続運行！ 

スーパー
ミカエル●

●
室郵便局

生涯学習
センター●

熊本第一
信用金庫

●

イオン
大津店
●

●
大津町役場

●
おおづ
図書館

上井手沿い

鮮ど市場
大津店
●

●
大津中学校

●岩倉整形
　外科医院

●JA菊池
　大津中央支所

スーパー
ミカエル区

域
内
で
あ
れ
ば
、

ど
こ
で
も
、
乗
車
・
降
車

で
き
ま
す

子育て健診
センター
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高額医療費の支払いが外来診療でも限度額までになります
◦問い合わせ　役場保険医療課　国保・医療係 ☎（293）3114

◦問い合わせ　熊本県健康福祉部子ども・障がい福祉局　障がい者支援課　☎（333）2236

からいもオーナー募集

障害のある人もない人も共に生きる熊本づくり条例福祉

募集

医療

大
津
町
特
産
の「
か
ら
い
も
」オ
ー
ナ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ

た
人
は
、
苗
の
植
え
付
け
大
会
や
11
月
に
開

催
さ
れ
る
「
か
ら
い
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
植
え
付
け
た
苗
は
、
Ｊ
Ａ
菊
池
大
津

中
央
支
所
甘
藷
部
会
の
皆
さ
ん
が
大
切
に
育

て
て
く
れ
ま
す
の
で
、
秋
に
は
お
い
し
い
か

ら
い
も
の
収
穫
が
楽
し
め
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
申
込
方
法

▼
料
金　
３
，０
０
０
円
／
１
口
（
苗
30
本
）

▼
申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
明
記

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
①
申
込
口
数　

　
②
郵
便
番
号　

　
③
住
所　
　

　
④
氏
名　

　
⑤
電
話
番
号　

　
⑥
植
え
付
け
参
加
人
数

▼
申
込
期
限　
５
月
１
日
（
火
）

▼
申
し
込
み　

　
〒
８
６
９
‐
１
２
９
２　

　
大
津
町
大
字
大
津
１
２
３
３　

　
明
日
の
観
光
大
津
を
創
る
会
事
務
局

苗
の
植
え
付
け

▼
日
時　
５
月
下
旬
（
予
定
）

▼
場
所　
本
田
技
研
工
業
㈱
熊
本
製
作
所
南

側
か
ら
い
も
畑

　
　
　
　
　

こ
の
条
例
は
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
す

る
県
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
、

障
害
の
あ
る
人
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
の

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
４
月
か
ら
全
面
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
人
の
権
利
擁
護
や
差
別
禁
止

に
関
す
る
条
例
と
し
て
は
、
全
国
の
都
道
府

県
で
４
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

条
例
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
こ
の
条
例
の
特
徴
と
し
て
次
の
４
点
が
あ

り
ま
す
。

①
県
民
の
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
不
利
益

　
取
り
扱
い
の
防
止
を
図
る
た
め
、
何
が
不

　
利
益
取
り
扱
い
に
あ
た
る
か
の
「
も
の
さ

　
し
」
を
示
し
た
こ
と
。

②
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
た
め
の
「
合
理
的

　
配
慮
」
を
求
め
る
規
定
を
設
け
た
こ
と
。

③
不
利
益
取
り
扱
い
、
合
理
的
配
慮
ま
た
は

　
虐
待
に
関
す
る
地
域
相
談
員
や
広
域
専
門

　
相
談
員
の
配
置
に
よ
る
「
相
談
体
制
」、　

　
不
利
益
取
り
扱
い
に
関
す
る
「
個
別
事
案

　
解
決
の
仕
組
み
」
を
設
け
た
こ
と
。

④
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
県
民
の
理
解
を

　
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
推
進
、
障
害

　
の
あ
る
人
と
な
い
人
の
交
流
の
機
会
の
提

　
供
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
規
定
を
設
け
た

　
こ
と
。

た
く
さ
ん
の
仲
間
と
出
会
う
場
を
設

け
、
交
流
を
し
な
が
ら
「
大
津
大
好

き
人
間
」
を
つ
く
る
た
め
の
大
学
【
大
津
ま

ち
お
こ
し
大
学
】。

大
学
に
は
新
し
く
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

始
め
て
も
ら
う
人
を
対
象
に
し
た

「
人
づ
く
り
学
部
」
と
現
在
活
動
し
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体
を
対
象
と

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
学
部
」
が
あ
り
、
こ
の

大
学
の
運
営
や
協
議
を
行
っ
て
い
る
の
が

【
人
づ
く
り
ま
ち
づ
く
り
事
業
推
進
委
員
会

（
運
営
委
員
会
）】
で
す
。

よ
り
多
く
の
人
が
参
加
し
や
す
い
大
学

に
す
る
た
め
、
委
員
会
で
大
学
全
体

の
事
業
や
運
営
に
つ
い
て
協
議
や
決
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
会
議
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

　
町
内
に
在
住
、
在
勤
の
20
歳
以
上
の
人

▼
活
動
期
間　

　
５
月
～
平
成
26
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

▼
活
動
回
数　
年
２
回
の
会
議

▼
報
酬　
規
定
の
報
酬
、
費
用
弁
償
を
支
給

　

ま
た
、
現
在
活
動
中
の
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
や
団
体
も
募
集
し
ま
す
。
大
津
唯
一

の
大
学
で
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
、
さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
５
月
１
日
（
火
）

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

は
、
２
年
ご
と
の
保
険
料
の
見
直
し

を
行
い
、
保
険
料
を
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
も
保
険
料
軽
減
は
継
続
し
ま
す

　

所
得
が
低
い
人
や
被
用
者
保
険
加
入
者

（
※
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人
の
保
険
料
は
、

継
続
し
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
と
は
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保　

組
合
、
共
済
組
合
な
ど
で
す
。

個
人
ご
と
の
保
険
料
は
８
月
に
通
知
し
ま
す

　
個
人
ご
と
の
保
険
料
は
、
８
月
に
年
間
保

険
料
が
確
定
し
た
後
、「
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」
で
通
知
し
ま
す
。

大
津
町
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
資
格
が
あ
る
人
に
、
疾
病
の
早
期

発
見
や
健
康
増
進
の
た
め
に
、
人
間
ド
ッ
ク

の
検
診
料
の
補
助
を
始
め
ま
す
。

　
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
確
認
事
項
を
よ

く
読
ん
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

　
町
内
在
住
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
資

　
格
が
あ
る
人

▼
補
助
金
額　
検
査
費
用
の
７
割

　
　
　
　
　
　
（
上
限
２
５
，
０
０
０
円
）

▼
申
込
期
限　
５
月
31
日
（
木
）

　
　
※
定
員
30
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

▼
申
込
方
法　

　
役
場
保
険
医
療
課
か
健
康
福
祉
課
・
健
康

推
進
係
（
町
子
育
て
・
健
診
セ
ン
タ
ー
内
）

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
と
印
か
ん
を

持
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
確
認
事
項

◦
人
間
ド
ッ
ク
を
申
し
込
ん
だ
人
の
情
報

（
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
な
ど
）

を
希
望
す
る
委
託
医
療
機
関
へ
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◦
町
の
集
団
健
診
（
ふ
る
さ
と
総
合
健
診
、

　
特
定
健
診
）と
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
委
託
医
療
機
関
か
ら
健
診
結
果
を
取
得
す

　
る
こ
と
と
必
要
に
応
じ
て
保
健
指
導
な
ど

　
を
行
う
こ
と
を
同
意
し
て
、
お
申
し
込
み

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
や

被
保
険
者
証
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
も
、
一
カ

月
の
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　
70
歳
未
満
の
人
と
70
歳
以
上
の
非
課
税
世

帯
の
人
は
、
事
前
に
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
組
合
な
ど
に
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
な

ど
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

「
認
定
証
」
を
提
示
し
な
い
場
合
は
、

従
来
ど
お
り
の
手
続
き
に
な
り
ま

す
。
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
を
し
て
い
た

だ
き
、
支
払
っ
た
窓
口
負
担
と
限
度
額
の
差

額
が
、
後
日
、
ご
加
入
の
健
康
保
険
組
合
な

ど
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

◦申し込み・問い合わせ　役場企画課　企画政策係　☎（293）3118

大津まちおこし大学運営委員を募集します募集

◦申し込み・問い合わせ　明日の観光大津を創る会事務局（役場商業観光課内）　☎（293）3115

高額な外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで

● 70 歳未満の人
● 70 歳以上の非課税
世帯などの人

加入している健康保険
組合などに「限度額適
用認定証」の交付を申
請してください

「限度額適用認定証」
を窓口に提示してくだ
さい

70歳以上75歳未満の人
（非課税世帯などでは
ない）

必要ありません 「高齢受給者証」を窓
口に提示してください

75 歳以上の人
（非課税世帯などでは
ない）

必要ありません
「後期高齢者医療被保
険者証」を窓口に提示
してください

後期高齢者医療の平成24・25年度の保険料率が決定しました
◦問い合わせ　役場保険医療課　国保・医療係 ☎（293）3114

医療

後期高齢者医療の人間ドックの補助が始まります
◦問い合わせ　役場保険医療課　国保・医療係 ☎（293）3114

医療

平成 22・23 年度
均等割額　　47,000 円
所得割率　　　  9.03％

平成 24・25 年度
均等割額　　47,900 円
所得割率　　　  9.26％

保険料の計算方法

※保険料の上限額が年額 50 万円から 55 万円に変更となりました。

保険料額
（年額）

均等割額
47,900 円

所得割額
（総所得金額－33万円）×9.26％

＝ ＋
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く ら し の 伝 言 板 く ら し の 伝 言 板

　
平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
４
０
０
万

円
以
下
の
み
の
人
は
、
確
定
申
告
書
は
不
要

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
扶
養
控
除
や
社

会
保
険
・
生
命
保
険
控
除
、
寡
婦
障
害
者
控

除
な
ど
各
種
控
除
が
あ
る
場
合
は
、
住
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
町
外
の
人
の
扶
養
に
入
っ
て
い
る
人
や
所

得
が
な
い
人
も
、
住
民
税
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
す
で
に
確
定
申
告
が
お
済
み
の
人
は
住
民

税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
住
民

税
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
お
早
め
に

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課　
住
民
税
係

☎（
２
９
３
）３
１
１
７

　
自
分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
確
認
し

て
、
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
期
間

や
対
象
者
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

◦
期
間　
４
月
２
日(

月)

～
５
月
31
日(

木)

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◦
対
象
者　
納
税
義
務
者
本
人
の
ほ
か
、
同

世
帯
の
親
族
、
納
税
管
理
人
、
委
任
を
受
け

た
代
理
人
な
ど
が
対
象
で
す
。
非
課
税
の
土

地
・
家
屋
の
所
有
者
や
、
課
税
対
象
額
未
満

の
土
地
・
家
屋
の
所
有
者
や
借
地
人
、
借
家

人
は
、
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
土

地（
家
屋
）の
み
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
家

屋（
土
地
）の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◦
本
人
確
認
を
し
ま
す　
納
税
通
知
書
・
運

転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
、
本
人
と
確

認
で
き
る
も
の
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。
本
人

以
外
の
場
合
は
委
任
状
な
ど
が
必
要
で
す
。

※
コ
ピ
ー
な
ど
に
よ
る
交
付
は
し
ま
せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課　
固
定
資
産
税
係

☎（
２
９
３
）３
１
１
７

　
４
月
か
ら
健
康
推
進
係
が
町
子
育
て
・
健

診
セ
ン
タ
ー
内
に
移
り
ま
す
。
母
子
手
帳
の

交
付
、
予
防
接
種
、
健
診
な
ど
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、左
記
へ
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
健
康
福
祉
課　
健
康
推
進
係

☎（
２
９
４
）１
０
７
５

未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
施
設
な
ど
の
入

所
者
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

☎（
２
９
３
）３
５
１
０

　
町
内
の
知
的
障
害
者
施
設
利
用
者
の
駅
伝

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
時　
４
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

◦
場
所　
オ
ー
ク
ス
広
場

　
　
　
　
（
雨
天
時
は
町
総
合
体
育
館
）

◦
問
い
合
わ
せ　

　
肥
後
大
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
実
行
委
員
長（
源
川
）☎（

２
９
３
）２
５
９
５

　
働
く
人
の
有
す
る
技
能
・
知
識
を
国
の
一

定
の
基
準
に
よ
り
検
定
す
る「
技
能
検
定（
特

級
～
３
級
）」を
実
施
し
ま
す
。
技
能
検
定
に

合
格
す
る
と
厚
生
労
働
大
臣
ま
た
は
熊
本
県

知
事
か
ら
合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
、「
技
能

士
」と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
技
能
検
定
の
２
級
実
技
試
験

と
同
時
に
、「
技
能
五
輪
全
国
大
会
熊
本
県

地
方
大
会
」も
実
施
し
ま
す
。

◦
受
付
期
間　

　
４
月
９
日（
月
）～
４
月
18
日（
水
）

◦
募
集
団
地

西
嶽
団
地　
　
１
戸（
Ｓ
46
～
50
年
度
建
築
）

北
出
口
団
地　
１
戸（
Ｓ
50
～
51
年
度
建
築
）

平
川
天
神
団
地
１
戸（
Ｓ
62
年
度
建
築
）

※
単
身
世
帯
の
場
合
は
、
60
歳
以
上
や
障
害
者

基
本
法
な
ど
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
。

※
平
川
天
神
団
地
は
小
学
生
以
下（
就
学
前

含
む
）の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
限
り
ま
す
。

◦
申
込
資
格　
町
内
在
住
、
在
勤
の
人
で
、

　
町
営
住
宅
の
入
居
基
準
を
満
た
す
人

※
申
込
期
間
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
期
間　
４
月
23
日（
月
）～
27
日（
金
）

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
住
民
課　
住
宅
係

☎（
２
９
３
）３
１
１
２

　
各
種
手
当
の
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
特
別
障
害
者
手
当

　
在
宅
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
重

度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
常
に
介
護

を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
重
複
す
る
障
害

が
あ
る
人

◦
障
害
児
福
祉
手
当

　
在
宅
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
重

度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
常
に
介
護

を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
人

◦
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
在
宅
で
、
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
20
歳

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
自
己
負
担
金
が

変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者　

                

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
女
性
。
た
だ
し
平
成
７
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で

昨
年
度
接
種
し
た
女
性
も
対
象
で
す
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
２
カ
月
～
４
歳

◦
実
施
期
間

　
４
月
～
平
成
25
年
３
月
31
日（
日
）

◦
自
己
負
担
額（
１
回
に
つ
き
）

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　
３
，
５
０
０
円

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
２
，
５
０
０
円

◦
持
参
す
る
物　
▼
健
康
保
険
証
な
ど
住
所

が
分
か
る
も
の
▼
母
子
健
康
手
帳

※
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

○
こ
の
予
防
接
種
は
、任
意
の
予
防
接
種（
希

望
で
接
種
す
る
も
の
）で
す
。
法
律
上
の
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
健
康
推
進
係

（
町
子
育
て
・
健
診
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
２
９
４
）１
０
７
５

　

２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施
し
た

「
平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」へ

の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
調
査
の
集
計
結
果
の
速
報
は
、
平
成
25
年

１
月
末
に
、
正
式
な
集
計
結
果
は
、
平
成
25

年
の
夏
ご
ろ
か
ら
、
統
計
局
と
経
済
産
業
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
企
画
課　
企
画
政
策
係

☎（
２
９
３
）３
１
１
８

土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を
確
認
で
き
ま
す

平
成
24
年
度
固
定
資
産
税
縦
覧

子
宮
頸
が
ん
予
防
・
ヒ
ブ
・
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助

◦
検
定
期
間　

　
６
月
４
日（
月
）～
９
月
９
日（
日
）

　
※
３
級
は
８
月
12
日（
日
）ま
で

◦
合
格
発
表　
９
月
28
日（
金
）

　
※
３
級
は
８
月
24
日（
金
）

◦
問
い
合
わ
せ　

　
熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会　

　
技
能
検
定
課

☎（
２
８
５
）５
８
１
８

　
こ
い
の
ぼ
り
を
設
置
す
る
際
は
次
の
点
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
電
線
か
ら
十
分
に
離
れ
た
と
こ
ろ
に
立
て

て
、
電
線
に
触
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
▼
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
危
険

で
す
の
で
九
州
電
力
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ　

　
九
州
電
力
㈱
大
津
営
業
所

☎
０
１
２
０（
９
８
６
）６
０
２

こ
い
の
ぼ
り
は
電
線
に
触
れ
な
い
よ
う
に

第
12
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
駅
伝
大
会

健
康
福
祉
課
　
健
康
推
進
係
が
移
転
し
ま
す

住
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

町
営
住
宅（
補
充
）入
居
者
募
集

在
宅
で
重
度（
ま
た
は
中
度
以
上
）の
障
害

が
あ
る
人
に
は
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

働
く
人
の
技
能
を
証
明
し
ま
す
　

「
技
能
検
定
」

自 衛 官 募 集
募集種目 受付期間 試験日 受験資格

一般・技術
幹部候補生

４月27日（金）まで

１次：５月12日（土）・
13日（日）
※13日は飛行要員のみ
２次：６月12日（火）～
15日（金）
※海・空飛行要員のみ
３次：
（海）７月９日（月）
　　～13日（金）
（空）7月21日（土）
　　～８月９日（木）

20歳以上26歳未満の人
22歳未満の人は大卒（見込含）
大学院修士学位取得者（海上技
術幹部候補生志願者は理工学修
士学位取得者に限る）
自衛官は28歳未満

歯科・薬剤
幹部候補生

４月27日（金）まで
１次：５月12日（土）
２次：６月12日（火）～
15日（金）

専門の大卒（見込含）
20歳以上30歳未満の人
《薬剤は20 歳以上28 歳未満の
人》

医科・歯科
幹部自衛官

①４月27日（金）まで
②10月１日（月）～
　10月19日（金）

①５月18日（金）
②11月９日（金）

医師・歯科医師の免許取得者

技術海上幹部
技術航空幹部

４月27日（金）～
５月18日（金）

７月２日（月） 大卒38歳未満の人

技術海曹
技術空曹

免許の部
４月27日（金）～
５月18日（金）

６月29日（金）
20歳以上の人で国家免許資格取
得者

▪申し込み・問い合わせ
　自衛隊熊本地方協力本部　菊池分駐所　☎0968（24）2772

医療機関名 電話番号 子宮頸がん ヒブ 小児用
肺炎球菌

あらいクリニック ☎（293）2358 ○ ○ ○
いしはら皮ふ科クリニック ☎（293）3003 ○ ― ―
勝久病院 ☎（293）5000 ○ ― ―
さとう医院 ☎（293）2550 ○ ○ ○
しばた内科クリニック ☎（293）2050 ○ ○ ○
竹田津医院 ☎（293）2521 ○ ○ ○
たしろクリニック ☎（340）3220 ○ ― ―
なみかわ小児科 ☎（293）1163 ○ ○ ○
ふくだ医院 ☎（293）2771 ○ ○ ―
必ず予約してください。町外の指定医療機関については、お問い合わせください。

大津町役場
オークス広場
肥後大津駅

大津高校

大津町子育て・健診センター

イオン大津店

ココ

←
熊
本
市

→
阿
蘇
方
面

325

57

入
口

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
の
お
礼
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フォルツァ!!  ロアッソ熊本
問い合わせ　㈱アスリートクラブ熊本　☎（283）1200

道の駅  大津 問い合わせ：☎（294）1600

大津温泉  岩戸の里から 問い合わせ：☎（294）2626 営業時間：午前9時30分～午後10時（入館受付は午後9時30分まで）

学 校 給 食愛のこんだて
あい

大津町生活安全協議会
役場総務課　地域安全係　☎（293）3111

安全安心おおづまち
区　分 累　計 2月中 前年比

大津署管内 １３２ ６９ +１１
うち大津町 ２６ １５ ー１

主な
発生犯罪

住居など侵入盗難　2 件
自転車盗　4 件

今年の
犯罪発生状況
（平成24年2月）

子どもたちを交通事故から守りましょう

４月の休館日 １７日（火）

午 後１時から大 広 間で演 芸を行っています。第１～３木
曜日は一般の人、第４木曜日は社員による演芸を行って
います。レストランつつじ野では、木曜日限定で観劇弁
当を650円でご用意しています。

また、木曜日は家族風呂の日です、
通常５０分１，５００円→１，０００円（４人までの料金）

プ
レ
ゼ
ン
ト

Ｊ2リーグ 第16節（５月27日）ロアッソ熊本 vs モンテディオ山形
A席チケットを5組10人にプレゼント
応募先 〒869 -1292 大津町役場｢フォルツァ!! ロアッソ熊本｣係までご応募ください。
※４月２1日必着。当選発表はチケットの発送をもってかえさせていただきます。

ゴルフコンペを開催します 毎週木曜日は演芸の日、家族風呂の日
子どもの元気な姿を、載せてみませんか？
あつまれ！大津っ子に掲載する子どもを募集します。
役場企画課にある応募用紙に記入して、写真を添えてお申し込みください。
■申し込み・問い合わせ　役場企画課：☎（293）3118

渡
わた

辺
なべ

　悠
はる

久
く

渡
わた

辺
なべ

　颯
そう

太
た

前
まえ

田
だ

　蒼
そう

介
すけ

くん（１歳）

くん（１歳）
くん（９カ月）灰塚

大津

大津

募集中 !
真吾パパ　えりこママ

今度みんなで動物園に行こうね！
兄弟ケンカはほどほどにね♥

利休汁

材料（４人分）

作り方（所要時間 約 30分）

栄養価（１人当たり）

①　ごぼうはささがきにし、酢水にさらしてあくを抜きます。

②　干し椎茸は水にさらして戻します。

③　大根、にんじんはいちょう切り、椎茸は薄切り、油揚げは

　細切り、ねぎは小口切りにします。

④　いりこでだしを取ります。

⑤　④に大根、にんじん、ごぼう、干し椎茸を加え、ひと煮立

　ちしたらあくを取ります。

⑥　油揚げを加えてＡで調味します。

⑦　最後にねぎを加えたらできあがりです。

エネルギー    99kcal
タンパク質    3.8g
脂質    5.3g
カルシウム    41mg
鉄    0.9mg
ビタミンA    170ugRE
(レチノール当量) 

ビタミンB1    0.03mg
ビタミンB2    0.04mg
ビタミンC    7mg
塩分量    1.3g

大根   1/6本（160g）
ごぼう    中1/4本（50g）
にんじん    中1/5個（40g）
干し椎茸    1枚
ねぎ    中1/2（25g）
油揚げ    20g
　　ねりごま    大さじ2（25g）
　　みそ    大さじ2弱（40g）
　　うすくちしょうゆ    小さじ1
　　酒    小さじ2
だしいりこ    10g
水    800cc（4カップ）

３月８日の給食献立

汁
物

　「利休汁」はねりごまの入った濃厚なみそ汁です。名前の由来はお茶で有名

な千利休からきています。千利休がごまを好んでよく料理に使っていたため、

利休汁と名付けられました。お好みで豆
とう

板
ばん

醤
じゃん

を入れてもおいしくいただけま

すよ。

大津町学校給食センター

くまもとの手作り作品コーナー ■Ｊ２リーグ戦　ホームゲーム試合日程
第６節　４月１日（日）　午後１時　vs　ＦＣ岐阜
第８節　４月１５日（日）　午後１時　vs　松本山雅ＦＣ
第１0節　４月２7日（金）　午後７時　vs　ファジアーノ岡山

■田中達也選手、ＪＦＡ・Ｊリーグ特別指定選手に承認
九州産業大学学友会体育会サッカー部所属の田中達也
選手が、2012年JFA・Jリーグ特別指定選手として承認
されました。

【ポジション/背番号】FW / 29　
【生年月日】1992年6月9日（19歳）　【出身】福岡県

　
春
に
な
り
入
学
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
学
校
や
地
域
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
を
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ

ナ
ー
な
ど
を
身
に
付
け
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
を
保
護
者
や
地

域
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
お
き
た
い
子
ど
も
の
特
性
　

○
一
つ
の
も
の
に
注
意
が
向
く
と
周
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
い

　
子
ど
も
は
急
に
走
り
寄
っ
て
来
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
絶
対
に

道
路
の
反
対
側
か
ら
、声
を
掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
大
人
の
ま
ね
を
し
ま
す

　
ま
ず
大
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
子
ど
も
の
お
手
本
と
な
り

ま
し
ょ
う
。

○
物
陰
で
遊
ぶ
傾
向
に
あ
る

　
子
ど
も
は
物
陰
や
車
の
陰
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
で
す
。
車
の
陰

で
遊
ぶ
姿
を
見
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
あ
い
ま
い
な
言
葉
は
良
く
理
解
で
き
な
い

　「
危
な
い
」「
注
意
し
な
さ
い
」と
い
っ
た
言
葉
だ
け
で
は
不
十
分

で
す
。
何
が
危
険
か
、
な
ぜ
危
険
な
の
か
を
具
体
的
に
繰
り
返
し

教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

交
通
安
全
教
育
の
ポ
イ
ン
ト

○
歩
道
を
歩
く

　
必
ず
歩
道
を
歩
き
、
歩
道
が
な
い
道
路
で
は
、
道
路
の
右
端
を

歩
く
よ
う
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

○
信
号
や
標
識
の
意
味

　
信
号
や
道
路
標
識
の
意
味
は
、
覚
え
る
ま
で
繰
り
返
し
教
え
ま

し
ょ
う
。

○
傘
は
周
囲
が
確
認
で
き
る
持
ち
方
で

　
傘
を
さ
し
て
歩
く
場
合
は
、
周
囲
の
安
全
が
確
認
で
き
る
持
ち

方
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

○
車
の
直
前
直
後
に
注
意

　
道
路
へ
の
急
な
飛
び
出
し
や
、
車
両
の
直
前
直
後
の
横
断
を
し

な
い
よ
う
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

■日時　４月１６日（月）　午前９時～
■場所　肥後サンパレーカントリークラブ
■プレー料　８，８００円（キャディ・食事付き）
　　　　　　６，８００円（セルフ・食事付き）
■参加料　５，０００円（表彰式会費込み）
　表彰式は、午後５時３０分から岩戸の里で行います。参加
　を希望する人は、４月１０日（火）までにご連絡ください。

●手作り作品４人展
　４月１日（日）～ 10日（火）
●趣味の手作りオリジナル婦人服展
　４月11日（水）～ 24日（火）
●珈琲ドンゴロスの袋物作品展
　４月１日（日）～ 30日（月）

《レストランに新メニュー登場》　
矢護川の大村彦水車でひいた素朴な小麦粉を使った田舎
汁（だご汁）が新メニューに登場しました。水車ひきの小
麦粉の味をぜひお試しください（650円）

みんなにかわいがってもらい
スクスクと育ってます♥

光範パパ　のりこママ

A
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❖お誕生・おくやみのコーナーは、希望者のみ掲載しています  ❖平成24年２月10日～平成24年３月９日届出分
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まちのカレンダー 月
中  公 町中央公民館
ホール
オークス 町民交流施設

町文化ホール
福  祉 町老人福祉センター
スポ森
子・健 子育て・健診センター

町運動公園
スポ休 町運動公園休園
岩戸休
図書休 おおづ図書館休館

岩戸の里休館

4

まちの人口 平成24年2月末現在

人口 32,370人 （＋56人）
男 15,973人 （＋22人）

女 16,397人 （＋34人）

世帯数 12,369戸 （＋25戸）

●出生／ 37人 

●死亡／ 32人

●転入／ 150人 

●転出／ 99人
※増減は前月比

1 日 桜まつり
 

2 月  図書休

3 火 � 　�スポ休

4 水 窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

5 木

6 金 杉水保育園　入園式
 図書休

7 土 大津保育園　緑ヶ丘保育園　一宇保育園　白川保育園　大津いちご保育園　入園式
全日本モトクロス選手権シリーズ　第１戦　HSR九州

8 日 全日本モトクロス選手権シリーズ　第１戦　HSR九州

9 月 大津高校　翔陽高校　入学式
町内小中学校　始業式 図書休

10 火 町内小中学校　大津養護学校　入学式
手話通訳設置日  　 スポ休

11 水 窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

12 木 大津幼稚園　陣内幼稚園　大津音楽幼稚園　白川幼稚園　入園式

13 金  

14 土

15 日

16 月 大津町教育の日 
体育施設等申請受付開始（H２４年5月分） 図書休

17 火 1歳6カ月児健診（H２２年9～10月生）１２:４５～１３:３０　子・健 　 
 　 スポ休

18 水 6 ～ 7カ月児健診（H２３年9月生）１２:４５～１３:３０　子・健
窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

19 木 お誕生月育児相談（H２３年4月生）９:１５～９:４５　子・健

20 金

21 土

22 日 大津つつじ祭　１０:００～１５:３０
 

23 月  図書休

24 火 3歳児健診（H21年２～３月生）12:45 ～ 13:30　子・健  
手話通訳設置日  　 スポ休

25 水 3 ～ 4 カ月児健診（H23年 12月生）12:45 ～ 13:30�子・健
窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

26 木 マタニティセミナー １０:００ ～  子・健 　
離乳食セミナー １３:３０ ～  子・健 　

27 金

28 土

29 日 昭和の日

30 月 振替休日
 図書休

１ 火  　 スポ休

２ 水 窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

３ 木 憲法記念日

４ 金 みどりの日
 図書休

５ 土 子どもの日
 

６ 日

５月

（
敬
称
略
）

お
な
ま
え

届
け
た
人

お
誕
生
お
め
で
と
う

４月１日～
５月７日まちの相談 ★ 住民課（☎293ｰ3112）

☆ 教育支援センター（☎293ｰ2231）

相　談 日　　時 場　所 相談員

心配ごと
相　　談

4/9（月） 13：30～15：30 人権啓発福祉センター 吉田　和信

5/7（月） 13：30～15：30 人権啓発福祉センター 本田　節子

4/3（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 吉田　和信

4/10（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 豊岡　吾朗

4/24（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 江藤　忠一

5/1（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 豊住　幸夫

心配ごと
児童相談 4/17（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 田上　　隆

身体障害者
相　　　談

4/9（月） 13：00～16：00 老人福祉センター 齋藤　　學

5/7（月） 13：00～16：00 老人福祉センター 山下　　幸

行政相談 4/19（木） 10：00～12：00 住民相談室 黒田　　傳

法律相談 4/13（金） 10：00～12：00 住民相談室 藤本猪智郎

4/27（金） 10：00～12：00 住民相談室 坂本　秀德

年金相談 4/18（水） 10：00～15：00 住民相談室 年金事務所相談員

税務相談

教育相談 毎週
月～金 8：30～17：00 教育支援センター

村下　洋一�
大塚　實子�
髙宗　信雄�
中村　里美

消費生活
相　　談 毎週火 10：00～16：00 住民相談室 消費者協会相談員

★住民課で事前の予約が必要です

★センターで事前の予約が必要です

★住民課で事前の予約が必要です

問い合わせ　菊池郡市医師会テレホンサービス　☎0968（25）3300
※乳幼児健診の対象者には個別に通知します

休日当番医・薬局 在宅当番医は変更され
ることがあります。４ 月

4月1日
（日）

さとう医院（内・小・消） 大津町 （293）2550

ナカシマセブンクリニック(内・アレ） 合志市 （288）0777

勝久病院（外・胃・消・整・リウ・リハ・麻） 大津町 （293）5000

菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678

わたなべ歯科 大津町 （293）2325

大津薬局 大津町 （293）1910

4月8日
（日）

竹田津医院（内・小） 大津町 （293）2521

郷胃腸科内科クリニック（内・胃・消・放・リハ） 菊池市 0968（38）2121

菊池中央病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）3141

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 （248）6188

工藤歯科 菊池市 0968（24）4657

すみれ薬局 大津町 （294）2558

4月15日
（日）

武蔵しもむら医院（小・内・アレ） 菊陽町  （339）7561

旭志石田医院（内・リハ） 菊池市 0968（37）2037

樽美外科整形外科医院（整・ﾘﾊ） 大津町 （293）2100

岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075

高田歯科クリニック 菊陽町 （337）7139

大津岩下薬局大津支店 大津町 （294）1737

4月22日
（日）

古賀医院（内・小・循） 菊池市 0968（38）2222

ふくだ医院（耳・内・泌） 大津町 （293）2771

城間クリニック（整・リハ�） 菊池市 0968（25）2506

副島耳鼻咽喉科クリニック（耳・アレ） 合志市 （249）1777

原田歯科医院 合志市 （242）3285

4月29日
（祝）

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

岸病院（外・整・麻・内・呼・循） 菊池市 0968（38）2750

いのうえ眼科（眼） 合志市 （344）1311

南歯科医院 菊陽町 （232）7541

4月30日
（祝）

まつおか小児科内科（小・内） 合志市 （227）6213

中野クリニック（内・消・循） 菊池市 0968（25）5861

岩根胃腸科外科医院（外・胃・消） 菊池市 0968（25）4230

松岡耳鼻咽喉科医院（耳・アレ） 菊陽町 （232）5011

5月3日
（祝）

菊池こどもクリニック（小） �菊池市 0968（25）1164

仁誠会クリニック大津（内・循） 菊陽町 （232）9595

川口病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）2230

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 （248）6390

5月4日
（祝）

いけざわこどもクリニック（小・アレ） 合志市 （242）6633

仁誠会クリニック光の森（内） 菊陽町 (285)3466

後藤整形外科医院（整） 菊池市 0968（25）2906

たに耳鼻咽喉科ｱﾚﾙｷﾞｰ科（耳・アレ） 菊陽町 （233）3387

5月5日
（祝）

西山医院（内・小） 菊池市 0968（25）2561

あらいクリニック（外・消・胃・肛外・呼・内） 大津町 （293）2358

菊池中央病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）3141

古賀眼科（眼） 大津町 （293）1411

5月6日
（日）

てらしま小児科医院（小・内） 菊陽町 （232）5151

菊池郡市医師会立病院（内） �菊池市 0968（25）2191

山下胃腸科クリニック（胃・外・肛・内） 合志市 （345）0600

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 （293）3003

あくね歯科医院 合志市 （242）6480

からいもくんがゆく

お
く
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★９月まで税務相談はお休みします
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